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Ⅰ 計画一般



1.上位計画

1-1 港北ニュータウンの開発目標

港北ニュータウンは,｢21世紀を見つめた新 しい衝づ

く9｣をめざし,以下の開発 目標を掲げているO

･緑の環境を最大限に保有する額づくbo

･ふるさとをしのばせる萌づくb｡

･安全な衝づくb｡

･高い水準のサ-ビスが受けられる衝づ くbo
｢注｣

これらの目標を具体化する手法として, 7つのシステム

が凍案されている｡中でもグリーンマ ト1)ックスの ンステ

ムは,他の諸 ンステムの前堤として重要視され,港北ニュ

ータウンの特色ある衝づくりの根幹ををしているo

グ1)-ンマ ト1)ックスと仇 ｢公園緑地 校庭,広場,

公的施設の亀 集合住宅の棟間,公共歩 等のオープンス

ペース,商台のオープンスペース,高層建艶 美的建造物

並びに自然.小道等のグユーポイン ト,屋敷鵜 樹林等緑

地資源,文化財,富士公園等歴史的遺産をフットパスで結

合 した体系｣であb,公園,緑道および歩行者専用道路等

のネッ トワークとしてマスター7'ランに定着されてVlるO

港北地区に計画された橋梁は, 95,く一七ノ トがこれら

歩行者空間のネッ トワークと道路 との立体交差であD, ク

IJ-ンマ トリックスを実現化する重要な基盤施設である｡

尚, 港北ニュ-タウンは.港北第｢ 港北第二地区とそ

の間及び外周の地域を一体化とする衝である｡従って第-

地区の計画に紘, 第二地区との一体性とサービス水準に整

合性がもとめられる｡

● グリーンマ トリックス システム図

｢注｣ ･グリー/マ トリ ックスの ンステム

図 1-1-1 ･社会施設 /ステム

･センターンステム

･交通 システム

･住宅 ･住宅供給 yステム

･供給処理 ンステム

･市民参加システム



1-2 橋梁基本計画

港北地区に計画された橋梁は,第･｢ 第二地区合計で,

133筏であり,先に基本計画がされている｡｢港北地区

歩遺構等基本計画｣S.55.3以下 ｢基本計画｣と記す｡

｢基本計画｣仇 港北ニュータウンのBa発 目標を受け,

立体交差部の意義 ･帝苛の分析をとおし,棟梁計画の指針

を設定している｡

｢橋梁計画基本理念｣

港北ニュータウンの棟梁仏 次の 3点を満たさなけれ

ばなら75:い｡

1. 安全かつ機能的な橋づ くb｡

2 人 々とふれあいを大切にする穂づく9.

3 よbよt̂景観を浜出する橋づくれ

｢橋梁計画基本方針｣

港北ニュータウン全体として次の点に留意 しなければ

ならない)｡

1. 線道に閑連する橋梁仏 魚道の機能を十分認致 し,

エbよVl空間を演出するよう特に綿密75:検討を加え

●る｡

2 幹線道路の上にかかる棟梁は,路線毎に トークJL,

プランニングを行なう｡

3 限定された要所に集散的な棟梁をデザインするこ

とに上b,そこのポテンシ十 ,̂を南め, ニュータウ

ンの模造を明確に意識させる｡

4 タウンセンターに関する棟は, トータルプランニ

ングを行なう｡

■港北地 区橋梁位 置図

図 1-2-1

文差 形態 に よ る分類

棟の種類 交 差 形 態 第一地区 第二地区 計

道 路 株 A-慧 2 7 9
B- 歩諾 荒 路 4 9 13

B-# 7 6 13

歩 専 棟 C- 些慧 路 37 53 90

録 道 徳 D-% 1 7 8

吾I 51 82 133



2.計画対象橋

本計画設計で対象とする棟は,図211に示す 40橋で

ある｡

今回対粂外に1している 11棟は, タウンセンター閑連の

8橋と地下鉄関連の3橋であるo

タウンセンター関連についてに,別に トータルに検討さ

れる予定であ9,地下鉄関連の棟は現在その構造部面高さ

等が検討中である｡

計画対象橋の位置と交差形態の別を｢図2-日 に示す｡

■ 計画設計で対象とする橋

恥 .如 蛾礼 ＼恥 匝 小 払
図2-1

対 象

▲ FA 2√■ FB 10

J ● FC 27
Ll ▼ FD 1

合 計 40 ll



3.作業方針

3-1 基本事項

立体交差書陀:)計画要因仏 機能性 技術性.デザイン性,

事業性の4点に集約される｡

横能性は,技術にエb支えられ デザインによって保証

される｡ ｢また,事業性 も適切な技術の選択とデザインに上

b保証される｡デザインと技術と仏 横能と事業性を引き

受け計画を実現化する要である｡

計画にあたり以下の事項に留意する｡

1 機能性

立体交差する上下動線とそれらを継 ぐ連絡路動線等の

歩き易も スム-ズも 遠まわ少でないこと｡ また,各

の々動線の性格に相応しい空間性も機能の一部とするO

橋上 棟下7Eど橋固有の空間に宿る機能を活か し生活空

間の豊潤化を図ること｡

2. 技術性

機能を満たすための/､- ドな技鯨 構造物の合理性,

安全性,耐久性を満たす こと｡ また,施=が容易で低コ

ストの施=監 占用物件の適切な処理.無理をしない納

め方等も重要である｡

3 デザイン性

立体交差部を トータルにまとめあげることだけでなく,

都市構成に密着 したデザインをもっこと｡ また, エレメ

ン ト単体のデザインと同時にエレメン ト相互の調和が斬

られ全体として統一されていること｡

4 事美佐

事業全体の中に無理なく納 まる面貌 工事費であるこ

と｡ また,維持管理体制を特に圧迫しないこと｡

■ 計 画 要 因

図3-1-1





3-3 楠のプライオ リティー

橋のデザイン性の重要度について評価 し,以後の検討の

指針 とする｡

橋に重要をデザイン性が要求される要因は,主に以下の

ものである｡

1. 景額への調和が望まれる喝に位置する｡

･倭れた自然性の場,緑道公園敦にある棟など｡

場が広vlほど重要度が高まる｡

･･tンタープ-ン忙位置する橋

2. 行動の筋 目,空間の節 目に位置する ;歩行者視点

･扱道の括節点 となる橋 , てンクーの出入 b口となる棟

など｡

3 行動の目印となる位置にある ;車の利用者が主体

･公共公益施設等の入口に架かる橋など｡

4. 日につきやすい位置にある ;走行老視点

･近接 して架かる橋,連続的に体験される多数橋

5 そ の 他

･水面と棟は関係が深い｡せせらぎを庸下にどう通すか

が,棟のデザイ/要因となることがある｡

評価は二段障 (●● )とした｡若菜は,右表のとかDで

ある｡(●-10,●-5と仮定すると評点は 0-40の

間 に分布する｡これを均等三分割し,上位を最重要,以下

重 要,一般的とした｡ )表 3-3-1,2

線道系の橋は,重要橋か 上び殺重要橋に総て含まれ,重

要橋には,他に-L:/クー関連の三橋がはいっている｡

これ らのデサイ/が重要を橋は,比較設計を含む,詳細

を個別検討を行なうべきである｡これ らを以下 ｢個別検討

棟 ｣と呼･ぶ｡

■評 価 結 果

魚 道 系 2橋 (FC-29, FB-4)

最 道 系 6棟(FBl3. F8-7. FB-9, FB-10. FB-ll.FD-1)

センター系 5橋 (FC-10. FC-31. FC-16)

そ の 他 29橋(略 )

■デザインの重要度

●重要 ●準重要

表 3-3-1

FAFAFBFBFBFBFaFBFBFBFBFBFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCFCどD
121345678910ll1234578910141516222324252627 293]3133343536371

緑道にある ● ● ●●● ● ●
広い場所に面ナ ● ● ● ●
空間の変化点にある ●● ● ●
橋下に広場がある ●
せせ らぎ (池)がある ●●●●● ●
セ/クー ゾ ー ン内部 ● ●●

●

厭前センタ-の出入口 ●●● ●●
幹慮道路に架かる ● ● ●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●● ●
駅に近い ●
近接する橋がある ● ●

最 重 要 ●
評 価 結 果 重 要 ● ● ● ● ● ● ●

表3-3-2



4.橋の基本的イメージ

ーアーバンデザインからの検討一

丁-パンデザインからの棟のデザイン検討は,(1)街の ト

ータルデザインの一頭として,橋のデザインの検討を行な

うこと,(2)萌の各部の特性の表現を橋のデザインに与える

ことである｡ これらに上って都満構造の視覚化の一端を担

う上う意図するものである｡

都市構造の視覚化仇 (1)系的明確化 (ルー ト性 )¢)位置

的明確化 (サイン性 ),¢)ゾーン的明確化等が考えられる｡

7-バンデザインか らの検討仇 主に次の側面からおこ

なう.

1. 線道公園計画

2 セ ンター計画

3 道路計画

■ 港北 地 区 の都市構 造

/ - /的 明 快 (芸買冨㌫ 示)

凡 例

乳 縁遠 と公園

忘ヨ タウンセンターと駅前セ/クー

..- 幹線道路

位 置 的 明快 (特定点の明示 )●●●●●●
●●●●●●
●●●●●●
●●●● ◆ ●



4-1 緑道系の楕

魚道系の橋は:,棟の立地東城か上び囲路形態等から.以

下の とおb区分けする.

中食城の揺 FB-3,FB-4,FC-29

近景域の庸 FB-7,FB-ll

歳節点の葎 FB-9.FB-10.FD- I

1. 中景域にある橋Pl,緑道と公園が一休化した虹がbの

ある景域にあたD.広い視野の一部に橋の全景が見える

橋である｡

この橋は,拡がDのあるのぴやか夜祭観を損なわない

よう景観に一体化した外部景観をもつ,とけこむ稀が望

まれる｡橋下空間仇 広い公園に対 して狭 く圧迫的にな

りがらであるため.歩行者空間の淑出｢連続的を変化 ｣

への配慮が必要である｡

中食域の場は.録道利用者の滞留性が高V}ため.緑道

系の穂の中でも特にデザインが重要である｡

棟の基本的イメ-ジkl.r外部景観がとけこむ橋 ｣

2 近景竣咋あたる穂Pj:.緑道単路部など線状の空間にあ

た り園路を包む線によb視界が限定されがちである｡

この橋は 縁遠空間の連続性を損なわないことが重要

であり,橋下空間を広くと9.線道空間にしっくりなじ

むことが必要である｡

橋の基本的イメージは.F外部景観がなじむ穏 J

3 結節点の株は.抜道空間が棟の前後で異75:9,穂が異

なる二つの空間を継 ぐ変化点に位置する榛である｡

この格仇 空間の分節を際立たせ,空間展開にメ1)-

bをつけ,移行空間を涙出する｡

橋の基本的イメージは,r目立つ凍 JI

L操道系の楕

以上の検討から立地区分毎の橋の基本的イメージは.

｢表4-1｣のとおDとする｡J乱 最適系の穣仇 3-3

の検討上り,デザインが重要な棟であb,且つ立地の個別

性が高いため佃軍-j検討穂とする｡

また.良道i園計画で仏 各部仕上げ素材は天然材を基

調としておb.立体交差部でもこれに準ずることが必要で

ある.

FB13 FB14 Fa-7 FB-I0

中景城 中紫城 近景城 結節点

くとけこむ橋 ) くとけこむ橋 ) (なじむ橋 )(目立つ穂 )

図4-1-1



中食域の揺 rとけこむ榛3

FB-3 本体は自由を形 ;特殊解

FB-4 緑にな じむ落ちついた トーン

FC-29 近づく人に親 しみやすいテクスチャー

近景城の橋 『なじむ穂Jl

FB-7 本体は丸みのある形 ;標準解

FB-ll 操になじむ穏やかを トーン

近づ く人に親しみやすV,テクスチャー

結節点の揺 rE]立つ橋 .I

道路揺 本体は分断する形 ;特殊解

FB-9FB-10 緑に映える強い トーン. コン トラス ト

録道凍 ｢目立つ庸 』

FD-1 下路橋 ;特殊解



4-2センター系の楕

センター系の棟Iも各センター/-ンにおける位匿から

以下に区分される
｡

タウン-センタ- 駅前センタ- 近隣センタ-

センタ-ソ●-ン内 部 の橋 FC-2FC-30FC-31

FC-10 FC-1 FC-36

1. 七ン4-ゾーン内部に位置する棒は, /'-ンを一休

化するよう歩行空間の連続を図る｡ このために仏 舗

温 高欄等エレメン トをセンターベデと同材 または同

トーンとする｡

本体払 標韓解 (桁橋 )とし仕上げにエbセンター

の ビJL,景観-の調和 一体化を図る｡

基本的なイメージはr連続空間となじむ橋 』

2 センターゾーン外周の操は.センター/-ンと住区

の接点であb各 の々空間の出入口である｡穂は,分節

を明確化し,渡ることを意隷書せる目立つ壕 ｢凍上空

間｣とする｡

基本的なイメージはr空間を分節する目立つ橋 J

FC-10,FC-16は,特に分節性が大であるた払

下路橋tたは高欄等に上る力強い橋上空間の橋 (特秩解 )

とする｡ 尚 2橋共 313の検討で個別検討橋としている｡

FC-1,FC-5,FC-7,FC-26, FC-

36穂等Iも 橋上空問の分節性比低いために幹凄道路系の

橋に准ずるo

■センター系の橋

■橋の基本白勺イメージ

10





4-3 幹線道路系の楕

幹碗道路系の橋は,短時間K:連続的体験する車利用者の

視点が重要であb,連続する穣相互に違和感の75:vl統一的

を姿が望まれる｡｢また,道路計画の視点から払 車利用者

にルー トおよび場所の識別への手がかbを提供することが

望まれる｡

これらの ことから,幹線道路上の橋は以下に区分される｡

標 準 備 中LLr北山田線 (3-3-22) FC-25

■ 幹 線道 路 系 の楕

佐江戸北山田線(3一一卜31)

日吉元石川線(3-3125)

牛久保中川線(3-4-37)

K-3
K-5

サイン備中山北山田線(3-3-22)

日吉元石川線(3-3-25)

FC-23.FC-24,FC-28

FC-4,f℃-14,FC-22

FA-1,FC-33

FC-8.FC一g,FC-25

FC-27

f℃-1,FC-3

FC-34,FC-35.FC-36

FC-37

FC-10

F℃-31

1. 標準橋は:,｢般解 (桁橋 )とし,標準化する｡

標準化仇 JL,- ト毎に行い桁の形状に特徴をもたせる｡

2 第一地区でサイン表示が望まれるのは,地下鉄駅の

みである｡

' 三つの地下鉄の最寄りの橋 (4橋 )の内,対象であ

る2橋を『駅サイン橋 』とする. .

サイン表示の方法は:,第二地区のサイン表示に準 じ

地下鉄の電嵐 車両イメ- ジまたは鉄道を連想する象

徴的な要素として, シルJく-色の色面を もつこととす

る｡

図4-3-1
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4-4 そ の他 の楕

これまでの検討にのらをvl｢その他の橋｣に払 以下の

ものがある｡

幹線道路の7ンダー/ミス(歩書道 ) FA-2

区画街路の7ンダーバス(歩専道 ) FB-I. FBl5

FB-6- FB-8

区画街路に架かる歩専道 (センター外周の穂 )

FC-5, FC-7, FC-26

幹碗道路および区画街路のアンダ-/(スは,間口に対 し

て奥行の深い. トンネル状となるので圧迫感の援和が望ま

れる｡これらの橋仏 ｢股的を桁挽 カルバートとし桁下

垂監 橋台等の陵角部を丸めるなど出入口粉 を親しみやす

くする=夫を施す｡

葬専遺構は,幹線道路系の橋に準 じ標準化を図る｡

図 4- 4- 1

上路橋の高欄

図 4- 4- 3 ア ン ダ ー パ ス の 例 (F81 6 )
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5.橋および橋まわ りの納め万

一立体交差部の トータルデザインの検討-

5-1 留意事項

立体交差苦陀)トークJL,デザインの検討は.各立体交差部

を棲能的,構成的に競合するために行なう｡端および橋ま

わbの諸要素は, 4で設定 した基本イメージを統括 目標と

して,均の条件を満たすように計画する｡

当レベ ,̂での検討事項は,多様であb次の ようなものが

ある｡

1)機能の設定

立体交差部および連絡路の他に歩行に係わる休憩スベ

-スをど忙注意する｡特に接遇の橋で仇 親水,展望拠

点 としての可能性を トータルに検討し立体交差部ポテン

シ十ルを高め,-ー ドな施設を集約複合化し,緑道空間

の豊潤化を図る｡

2)隣接敷地への配慮

立体交差部の各部と周辺宅盤の高低差調監 用地界の

明確化 (画定線のチェック,修正 )など｡符にセンター

/-ンでは商業用地のベデ-の間口の確保に注意する｡

3)その他

占用物件の配置,切Dせわし等の検札 工事区分およ

び管理区分への配慮など｡

以下に棟の区分毎に共通の方針を整理する｡

■ 緑道系の橋モデル

図 5-1-1

･連絡路以外の動線 も無理のなV,範囲で橋に

引きつける｡

･展塾適地,親水拠点適地を見すごさなvl.

･l烏造物掘削のあとなど,織 豊物に捷する法

面は,連続緑地に一体化する｡

･構造物と一体でない連絡路は,造園工事と

する｡

･マス通行を前提に簡明に納める｡

･商業用地の法面は,暫定法面であるから構

造が少なくなるように,のり切Dをする｡

･本体に接する迎絡路は,橋梁工事に含める｡

･機能性を満たす施= しやすい納め方を標準

化 し,質の一定と経済性を高める｡

15



5-2 緑道系の積

1)中景域の橋および近景域の橋

橋台配思 .橋台は,前後の園路端エb緑地側に引き込み

外部景観と橋下空間 (園路空間 )を和 らげる｡

園路端 よりの引き転および引き処理は個別検

討とする｡

連 絡 路 ,連絡路は.立体交差苦陀)要素として,棟を意

顕させるような線形,配置とする｡構造的には

は,法面を遭う付帯構造物の形状とし自然性

の高い場にとけこませる｡=事区分は線道=

事とする｡

2)后節点の棟

凍台配思 ;橋下に裸地,法面等が無い配思とし, ゲー ト

性を強調する｡

橋の前後の園路空間に対 し,極端にEE迫に75:

らないよう,ゆとDを確保する｡

連 絡 路 ;連絡路は,揺本体に連続する一体的な線形を

もつ構造物とし 立体交差部が格調の高い,

登った凍えを形成するよう活用する｡

3)共通事項

せせ らぎ;橋の前後のせせ らぎは,オーブンの ま7E橋下

に通すo橋下のせせ らぎ水面は,暗く夜bが

ちな橋下に光と動きを導く効果,反映が株下

を広 く見せる効果.その他情緒的な効果が期

待できるので流水王を勘案しなるべ く広 くす

る｡

造成最地 ;新 しV,造成緑地の勾配払 魚道公園計画の計

画 コンターを前提とし,橋前後の法勾配は,

慮急1:25程度を原則とする｡

図 5-2-1 近 景 域 の橋 の例

｢ ll

!' q H,I l■ 符 t

◆ lIl=~~■･.■■一･･.■･.･.･..-.･..-__ヽヽ一

千

I_I_1 _I_⊥ _ 2m 240

図 5-2-2 結 節 点 の橋 の 例



5-3 センター系の橋

｢内部の橋｣と｢外部の穂｣の相違払 席上レベルの歩

行者空間で表現される｡橋まわDの納めかたについての区

別は不要であり,以下のとおDとするO

橋台配置 ,橋台は,隣接する建物の壁面後退等を考慮 し,

道路境よblm後退した位置とするD

｢図5-3-1｣

連 絡 路 ;連絡路Pj:,階段を原則とし,必要に応 じて斜

路付階段とするO

連絡路の配置形状は,商業用地が歩専適に広

い間口で接するようにする.

高低差処理,商業用地の法面と歩専道の高低差は,橋台背

面の ウイン7, 7Eたは擁壁を法肩まで設置 し

処理する｡｢図5-3-2｣
図5-3-1 橋 台配 置 と境 界構 造

図 5-3-2 橋 まわ りの納め方 の例
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5-4 幹 線 道 路 系 の橋 , そ の 他 の橋 ■橋 台 配 置

穂台配置 ,橋台は,宅地ブロック横を前面に通す位置に

配置 し 道路および歩道景観を圧迫の少ない

連続性の高いもの とする｡｢図5-4-1｣

RC擁壁に凄する場合仇 橋台前面をRC擁

壁の連続面となる上う傾斜角,平面斜角とも

に合せる｡｢図 51412｣

階段,斜路等のレイ7ウ ト上止tTか得ない場

合は,歩道確 よりlTnの位澄まで出せることと

とし 穂台前面のブE,ツク溝を連続させる｡

｢図5-4-3｣

図5-4-1 図5-4-2

図5-4-3
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連 絡 路 ;パスストップを併設する立体交差部には,原

則として階段と斜路を併設する｡

階 段 .幅員は, 157n以上とし,下部陣没に27nを

標準とする｡

階段と斜路の間は,植栽帯として活用する｡

但 し,その借が 057n未満の場合は, コンク

I)- トの タクキとする｡ タクキは,踏面先端

にあわせる｡

斜 路 ;斜路は,用地界に接 して配置 し 幅且は 15

m標準とする｡

腐 り 場 . b場は,階段と斜路の供用とし, ショー ト

カットを可能にする｡長さは,aOnを標準

とする｡道路側には.ゆとbを設ける.

高低差処理 ,連絡路に関する高低差処理仏 ブE,ツク秩

iた仕法を原則とする｡用地の制限上やむか

得ない場合は,RC構造物を用いる｡

斜路と77-ローチの間にゆとりがある場合牡.

斜路側を7-ロック挽 77'E]-チ側を法 (植

栽帯 )とする｡

バスベイ側の高低差処理仏 経 割右横とし,

ス ト))- ト7 7二チャ-設匠 スペース,高大

植栽用スペースとしての平場を確保する｡

階段横のブロック棟仇 原則として折り曲げ

ないo tた,歩道用地をかかさない配置とす

るd

Fその他の橋 jh,本項に準ずるものとする｡

図 514-4 楕 まわ りの納め方

図 5-4-5 植栽 イ メージ

■ 設置が予定されるス トリー ト7

7=チ十一

情報施設 バス停標識

時刻表 住区案内板

公魚電話

休憩施設 ベンチ

灰皿

11ミFl



6.エレメン トデザイン

ー橋 梁 各 部 のデザイ ンコーデ ィネイ トの検 討一

個別検討格は,各橋毎に検討し以下幹線道路系につVlで

記す｡

6-1 設置するエレメント

高札 下路高欄 ,上路橋には,高欄を下路橋に比高欄所

用高さを満たすr下路高欄 Jを設置する｡ こ

れらは標準 タイプを定める｡ (6-2-(2))

親 柱 ;高欄の端部に設恩する｡(6-2-β))

転落防止 ;アプローチ瓢 階段か1び斜路の路肩で高低

差のある部分には,転落防止冊を設思する｡

路肩が植栽帯の場合でも,法尻に右横等段差

のある場合は路 凧に設置する｡

屈曲する箇所で仏 切れEIをく連続させるo

転落防止冊は,高欄とのコーディネイトを図

れ 2タイプとする｡ (6-2-(4))

端ポスト,転商防止冊の末端は,必要に応じた端部処理

を行なう｡横能上および空間横成上重要な以

下3箇所には,端ポストを設置するo

(6-2-6))

1)斜路のバスベイ側端部

2)7ブローチ部の斜路分岐部

3) b場に面す下り側の端部

このうち 1)は.操からのたれが大きいため

に空間を強く引き締めるとともに立体交差部

の一体化を表現するデザインが望まれる｡

(Cタイプ)

その他の細部デザインのポイン トに,階段の上9日の処

現 桁と橋台の接点等について6-3K:記す｡

図6-1-1
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6-2 エレメントデザイン(標準品 )

1)桁の形

標準橋の桁形状は,棟上の勾配を緩やかにするため

に下 路橋 を多用 した ｡下路桁仏 側面鏡が大きく. メ

レン?I-さに欠ける欠点をもつので, 鈍重 さを解 消す

るとともにルー トの識別性を確保するよう に桁側 面に

変化をつける.

日吉元石川線 (3-3-25) 道路幅員 22m

広幅員の道路のスケールを強調し,力の泳れ

を表現する円弧で面を分割する｡

ヽ 牛久保中川巌 (3-4-37) 道路幅見 187TL

面の傾きに上り明度が異なる効果を活用 し,

桁を外側に凸の二面構成とした｡

K-5 道路幅且12m.

桁高が低いため桁の天端,下端に大 きな丸面

壕(R-100)を施し,桁上部に設患する

高欄のデザインは,水平瀕を強調した ものと

した｡

●佐江戸北山田線 (3-4-31) 道路幅員 22m

第二地区に続 く道路であるため,第二地区で

用いた形状とする｡桁の中央が薄V,5面張D

の形｡

中山北LLIEE]線 (3-3-22, 道路幅員2277L)と,

K-3(道路幅員 187TL)紘,上路形式であ

れ ともに第二地区に連続する道路であるた

め,各々第二地区で用いた形状 とする｡

■ 日吉 ･元 石 川線 (3-3-25) ●■佐江戸 ･北 山 田線 (3-4-31)

タイプ 桁高-1400 3棟

1600 1揺

図 6-2-1

(注) 本ルー ト比,他に近接する道路税と歩専横がある｡

図の下路席とのイメージ統一を図り,変断面の上路

榛としてVlる｡

● ■牛 久 保 ･中川線 (3-4-37)

タイプ 桁高- 1400 4穂

図 6-2-2

lLK- 5

桁高- 1150 3橋

1350 1棟

画す~~~一..
図 6-2-3

(琵) 桁高 1150タイプは, くその他の榛 )3棟に

準用している｡

桁高-1400 2揺

1600 1徳

図 6-2-4

■ 中山 ･北 山 田線 (3-3-22)

1橋

図 6-2-5

2橋

■K- 3

図 6-2-6
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lL 日吉 ･元 石 川線 (3-3-25)
2)高偶のデザイン

標準榛の桁形式は, 2)で記 したとかb上路形式と下路

形式の2形式 とした｡下路形式の桁高札 標準化を図った

結果,道路幅負の相違などに上b3タイプに整理された｡

(桁高 1.67n, 147n. I.15m)

標準橋の高欄のデザインは, スケールメ1)yトを求め供

用を図ることとし,上路形式は 1タイプ,下路形式は 2タ

イプとした｡ (下路形式の桁高16mの場合の高欄は,氏

版の設置高さを桁高 147nに合せて, 1.47Rと同じ高欄を

用いる｡ )

r210タイプJ ｢図6-2-7｣

桁高1.4m, 1.6mの下路橋の高欄は,鈍重KをDがち

な外部景観を引き締める7クセン トとして重要である｡ ま

た,形は僻に身近に見る橋上の歩行者視点を重視 し,以下

の点を検討 しデザインした｡

･トップレールと桁天端のあきとのバランスを因る｡

･丸面取を施 した桁天端の形との調和を図る｡

･外部下側からの見付を大きくする｡

アクセン トとして色調は〆-クトーンが望ましい｡

r460タイプj ｢図6-2-9｣

沿道が一般宅地の 127n道路であり,景観スケー ,̂が小

さいため. スt/ン8--でやさしいイメージが望まれる｡ ま

た.凍上空間は:.横長が塩いため透視性の高い横洩塾の高

欄としたO断面の形仏 -ンj'にならない ようトップレー

A,を内側に,横残を外側に配 しあわせて天端幅を縮小した｡

rllOOタイプj ｢図6-2-10｣

上路橋の高林Iも 第二地区標準 タイプを採用 した｡

400)20 160 J20

わr l LL)トー

□ LOl√)

図 6-2-7

適用種 合計 10穂

FC- 4

FC- 8

FC- 9

FC-14

FC-23

FC-24

FC-25

FC-27

FCI28

FC-33

t 牛 久保 ･中川 線 (3-4-37)

秤 ;T.｢二 二 ｢ 斉

■ 佐江 戸 ･北 山 田線 (3-4-31)タイプ

図6-2-8
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3)親柱のデザイン

親柱は,棟の内外景観を引き締め7ブローチとの見切り

をつける要素である｡外部景観としての全体的なバランス

橋の利用者視点からの高欄,下路桁形状とのバランスから

棲準 タイプを2タイプとした.

rAタイプ.I ｢図6-2-11｣

Aタイプは,下路桁及び高相の端部を納める形状の現場

打ちコンクT)- ト製とする｡親柱の長さ及び設置位置7kど

払 7ブローチまわDの条件の相違に対処するため ｢図6 0

-2-14｣のとおりとする｡

rBタイプJ ｢図6-2-13｣

Bタイプは,上路橋及びボックスカルバー トなどに用い

る｡形状は,バラスター高欄との調和のため柱状とし,義

欄及び地番とのよV,,納まりを求めた｡

4)

デザインは,高欄のデザインとの調和 強度条件,施工

性 納まり等の検討に上b求められる｡標準 タイプ仇 高

欄の トップ･t/-JL,の タイプに合せ 2タイ7-を設定するO

デザインにあたっては,特にコーディネイ トが不可欠を

トップレールのみ2タイプとし,部封b:同一として共用し

た｡

r上路揺 タイプJ ｢図6-2-15｣

『下路橋 タイプJ ｢図612-16｣

■Aタイ プ 下 路橋 と適 用

コ/ク1)- 卜現場打ち

標準寸法 400X800X 1200
･ウイ/グ上の高欄部は,後打ちと7Eるが,

打 ちつぎ目には施工目地等はいれなV,｡

･親柱と高欄部の接点 も目地なしとする｡∫

r
i

三 ≡ 〒

図 6-2-12

図 6-2-ll

■8タイプ 上路橋及びボ ックスカルバー トに適用

粥鉄製 350X350×1200

適用橋 合計 12橋
FA- 1
FA- 2

FB- 1

FB- 5

Fli- 6

FB- 8

FC- 1

FC- 2

FC- 3

FC-15

FC-22

FC-30

適用橋 合計 17橋

FC- 4

FC- 5

FC- 7

FC- B

FC- 9

FC-14

FC-23

FC-24

FC-25

FC-26

FC-27

FC-28

FC-33

FC-34

FC-35

FC-36

FC-37
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5)端ポス トのデザイン

端ポストは,転落防止柵の端部に設置 し.斜路及び棟の

入口を明示 し,額域を引き締めることを目的 として設匿す

る｡

端ポス トは,設置する場所に より必要な "締め"の程度

が異なるため "重い感 じ"と "軽V,感じ"の 2種類とする｡

rCタイプ.I ｢図6-2-17｣

端ポス トCタイプのデザインは.

･コミュニティ道路で使用 している車止めは.親柱Bタ

イプと相似形である｡

･親柱及びAタイプでは大 きすぎる｡

(視覚的.物理的一地援幅 300)

･細い柱状であるた払 重厚を素材であること｡

等か ら,親柱Bタイプと相似形,同形 (鋳鉄製 )とする｡

rDタイプ』 ｢図6-2-18｣

･端ポス トCタイプのデザインは重すぎる｡

･転落防止柵の′くラスター,上路棟の高耶 )トyブ レー

ル, パラスターは円,<イブである｡

･設健箇所が階段と斜路の分岐点であ9,丸い形状が適

当である｡

等から,半球キャップ付の円柱とする｡

■転落防止柵 (上路橋 タイプ )

･_上路橋の高欄 との調和

(円断面を共通モチーフとする )

図 6-2-15

■転落 防止柵 (下 路橋 タイプ )

･下路棟の高柵との調和

(偏平 円を共通モチーフとする )

･トyブV-ル以外は上路橋 タイプを共用

図 6-2-16

■嘱ポス ト(Cタイプ )

鋳鉄 ･塗装仕上げ

図 6-2-17

11塙 ポス ト(Dタイ 7.)

･7 ,̂i.7 ,̂マイ ト仕上げ

(色は転落防止柵と同色とする )

r

o
w

_

t

ヒ0
0
t

図 6-2-18
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6-3 細部処王空

将に注意すべき細部仏 以下 2点である｡

■ 階 段の登 り 口処 ≡哩

住区玄関の表情をもたせる｡

･動線方向への巻きを2段する

下部階段まわb ｢図6-3-1｣ 参照 ･手摺の設置

桁と橋台のとりあV} ｢図6-312｣～4 参照 ･右横端部処理

･端ポストは:設置 しない

･階段と斜路側 ブロック杭の間の処理

W> 057Ti:芝鮎b

W≦ 057TL:コンク1)-トたたき

踏面先端の位置

■ 桁 と橋 台の と りあい

桁の下端の形状を橋台陵角部に連続させる｡

a)橋台前面角の丸め

･桁下端の丸面との連続を図り丸面をとるo

R-100標準

図6-3-2

図6-3-3



7.仕上げ計画

7-1 仕上工

橋の各部の仕上げには,｢表 7-1｣に示すものがある.

各々の価格帯仏 表中に示すとかD,概ね3ランクを構成

するo H,-イグレー r,M;ミドルグレー ド,L,

ローグレー ドと考えられる｡

7-2 仕上げグレー ドの設定

榛の仕上げ計画上重要な視点仏

･ 環境とa)調和一一基本イメ-クの表現

･ 橋梁各部仕上げの コーチ 1ネイション

･ 仕上げの コス トコン トロール

の3点であり,これらをふ まえて以下のとおb定める｡

l デザインが重要な橋として3-1で選定した個別検

討橋に限9,′､イグレー ド仕様 も使用できるものとし,

個別に検討する｡

2. 標準榛仏 工事費を考慮 し,仕上げのすべてを ロー

タ.レー ト仕様に限定 し,標準仕様として定める｡

｢表 7-3｣に個別検討穂及び標準機の仕上げ仕様を示

す｡

特に空間を引き締める要素である親柱は,個別検討備に

かいては親 しみやすも 品位などを備えた石材を使用する

ことにする｡

コンクリー ト機械研磨は,打ち放しコンクI)- トの表面

ののろ(皮 )をはぎ, -'l)をとb滑 らかでやわらかを表情

をつけることと同時に, ト-ンを落すことを意図している｡

■ 仕 上 げ と コス ト

高 欄 特注品 鋳鉄ステンレス7ル ミ l千初 fl
鋳鉄標準品7 ,̂ミステン既成上級品既成晶既成晶 7ル ミスチン {IJ

壁面外装 石 材 E) 仁 亘⇒橋 台橋 脚ウインク擁 壁柿壁高捕 二次製品 泉石ブロックタイJレレンガ現場テラ/-吹付 クイルコンク))- ト打放シリコン吹付 M

■ 仕 上 げ グ レー ドの設 定

個別検討橋 ○ ○ ○ 個別検討
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/1各橋 の仕上 げ

仕 上 部 位 柿(カルバー ト内壁 ) 橋 台 ウ イ ン グ(カルバー ト側壁 ) 高 欄 親 柱 備 考(舗 装 そ の 他 ).区 分 橋 香 形 式

個 縁遠 中景域 FB- 3 二速 カルバー ト コ/ク1)- ト機械研磨 鋼 :ゴルテ/特注品 - 標準品C相当 iTx4

中景域 FB- 4 メタル~アー チ メタノレベイ/ト地厚側面,下面芝 ビア7バット:石貼9(コブ出し) 7ルミカラー既成品 板石貼 り笠木ムク石 ×4

近.甲.域 FB- 7 コンクリー ト機械研磨 コンク リー トツツ苦言学研 )t='7 :コンク1)- ト機械研磨 7ルミカラ-既成品 板石貼 9笠木ムク石 ×4

#節点 FB- 9 RC二径間T桁 レンガ貼 9内部壁面共 鋳鉄特注品 (二脚塾 ) 爺鉄標準品C相当 ×8桁端共

揺節 FB-10 カ ル バ ー ト コ/ク リー ト機械研磨 絹 :ゴルチン特注｡F'｡ 鋳鉄標準品C相当 x2 アルコーブ(橋下広場共 )

別秩討 慕 点 ゲート柱コンクリートツソキ仕上げ -部板石貼 り 石材 (白河 )
近紫域 FB-ll P CT A n コンクリー ト横械研磨 同左 7ルミカラー半特注品 コンクリー ト機械研磨 ×4笠木ムク石 (稲田 )

中 FC-29 PC二径間ホロ- コンク リー ト機械研磨 同左 銑鉄特注品 (二押型 ) 板石貼 b(黒御影 ) ×4 橋上 :板石鮎クイル

揺｢ ､IIーi fの 景域 頼≠利金市 橋下 :′J､銅石 (稲田 )

結節点 FD- 1 PCU型下路桁 コンクリー ト機械研磨(内外面共) 桁東端手摺 :小丸クイル貼 b 笠石ムク石 ×2コ/ク リー ト機械研磨 ×2 橋上 :石材 (白河 )

一七二/メI系 節間苦 ヽFC-10 メタノレ下路 桁 メタノレ:塗装 クイル貼 り 板石貼 9笠木ムク石 ×4 橋上 :クイル/7スコ/
外局 FCI)PC ホ E,一桁 コンクリ- ト機械研磨 クイル貼 b 銑鉄特注品 (二脚塾 ) 板石貼 b X4 橋上 :クイル貼 b

節才ロン′ FC-31 PC.ホ Z=-柿 コンク 1)- ト打放 し クイル貼 り アル ミ特注品 (複機塾 ) クイル貼 9笠木ムク石 ×4鋳鉄標準品C X4 席上 :クイル貼 9

センヂ系 内部 FC-22FC-30 PC ホ ロー桁 コンクリ- 卜打放し タイノレ貼 り 7ル ミカラー標準品 銑鉄標準品C相当 席上 :クイル貼 9(センターモーノレ共材 )

幹線道 標 準 橋(合音柁7橋 ) P C 上 路 コンクリー ト打放 し標準品A鋳鉄標準品B,C

揺l 路系, P C 下 路 コンクリー ト打放し コンクリー ト打放 し アル ミカラー標準品 穂上 :洗出平板/7_スコソ

その他 カ ノレバ ー ト



8.設計条件

811 管 声望区 分

横浜市における棟梁の管理区分は以下のエうに分かれる｡

1橋梁抹所管

2施設秩所管

3維持株所管

荷重及び土蔵少厚等忙上って以下の区分分けを行をう｡TL-20 道路局橋梁課所管
交差形態A,A
交差形態

C (

ボ ックスカル,<- ト

土壌 blm未満
ボ ックスカルバ ー ト

土壌 少17TL以上
維持課所管

TL-14 道路局橋梁課所管

W-350k9/7n' 〝 施設課所管

交差形態 D FD-1は歩専橋扱いとする

(TL-14) 橋梁抹所管

交差形態の分類

FA

FB

FC

FD

一 般 道 路

一 般 道 路

一 般 遠 路

歩専 ･緑道

歩 専 道

一 般 道 路

線 道

一 般 道 路

■ 管 理 区 分 表

榛 名 管 理 区 分 荷 重 備 考 棟 名 管 理 区 分 /′荷′ー1 ㌢＼＼ 備 考

FA- 1 橋葉扶所管 TL-20 FC-10 施設害某所 W-350Ky:W)

FA- 2 FC-14 ∫ /-r~′

FB- 1 維持妹所管 ;I"7,乙1土破91け以 上 FC-15 l●/エー一一..＼

FB- 3 + FC-16 橋梁裸所管 / TL-14

FB- 4 棟梁抹所管 FC-22 ｣ . /

F8- 5 維持,昧所管 霊L乙子土壌blm以上 FC-23 施設錬所管 W-350K払/♭√

F8- 6 FC-24

F8- 7 橋梁抹所管 FC-25 ∫

FB- 8 維持だ果所管 雷,eJZ_子士別 1m以上 FC-26 橋梁探所管 TL-14

FB一 g 橋梁抹所管 FC-27 施設課所管 W-350Kg/諺

FB-10 推持株所管 霊エ乙子士故91地 上 FC-28

FB-ll 橋梁隈所管 FC-29

FC- 1 TL-14 FC-30 橋梁課所管 TL-14

FC- 2 ′ FC-31 I

FC- 3 棟梁錬所管 FC-33 施設差異所管 W-350K〆材

FC- 4 施設抹所管 W-350K砂/;㌔ FC-34 橋梁抹所管 TL-14

FC- 5 棟梁抹所管 TL-14 FC-35 施設妹所管 W-350K払/;〟

FC- 7 施設扶所管 W-350K赫 FC-36 橋梁妹所管 TL-14

FC- 8 FC-37 I

表8-1-1
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8-2 橋 長

1)橋長決定方法は 5参照のこと｡

2)既存埋設物の近 くに棟台を計画する場合,滝=時に埋

設物に影響を与えをVlように橋台の位置に十分注意する

こと｡

■橋長一覧表

橋 名 橋 長 (m) 備 考 橋 名 揺 _長上払1ー 備 考

FA- i 26.50 FC-10 L 33=00

FA- 2 15_50 FC-14 29,0♂

FB- 1 15.40 FC-15 28.0▲'0

FB- 3 18.80 FC-16 ｢ 22,50)

FB- 4 71.00 FC-22 V /26.50

F8- 5 9.80 FC-23 29,50

FB- 6 9.80 FC-24 26.00

FB- 7 30.00 FC-25 24.50

FB- 8 9,80 FC-26 16.00

FB- 9 13.00 FC-27 23,50

FB-10 21,90 FC-28 22.50

FB-ll 28,00 FC-29 34.00

FC- 1 29.50 FC-..30 16.00

FC- 2 9.80 FC-31 26.00

FC- 3 22.50 FC-33 28.00

FC- 4 26.50 FC-34 17.50

FC- 5 15_50 FC-35 16.50

FC- 7 16.00 FC-36 18.00

FC- 8 26.00 FC-37 22.00

FC- 9 23.00 FD- 1 25.00

ボックスカル,(- トの横長はカルバー ト延長を表 す｡

表 8-2-1
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橋 名 タイプ 幅 貞 構 成 合計幅月 榛 名 タイプ 梅 見--.事 成 -合計幅負

FA- 1 b 9.0 FC-10 a ( 59)

FA- 2 C 18,0 FC-14 a 3.0

FB- 1 d 4.0 FC-15 a Ll 3,0

FB- 3 d 5_5(二速) FC-16 a 4.5(

FB- 4 C 22,0 FC-22 a ( 5-0｣

FB二 5 d 4.0 FC-23 a 3.0

FB- 6 d 4.0 FC-24 a 3.0

FB- 7 C 22.0 FC-25 a 3.0

FB- 8 d 4.0 FC-26 a 3.0

FB- 9 C 3ー7+7-2舛 7.25+3,7 22_0 FC-27 a 3_0

FB-10 d L 6.0!/ FC-28 a 3,0

FB-ll b 1,5 9.0 1,5 12.0 FC-29 a (6,如 .o
FC- 1 a 3.0 FC-30 a ｢ 也

FC- 2 d 8.0 FC-31 a 5.0

FC- 3 a 3_0 FC-33 a 3.0

FC- 4 a 3.0 FC-34 a 3.0

FC- 5 a 3,0 FC-35 a 3.0

FC- 7 a 3_0 FC-36 a 3.0

FC- 8 a 3.0 FC-37 a 3,0

FC- 9 a 3.0 FD- 1 a 3.0



8- 4 勾 配

1) 線形計画は橋梁区間と取付け区間 (7ブローチ部 )を

含めて,橋領域 として計画する｡

2)橋梁区間の縦断勾配は 8序以下,03¢以上 とするo

o縦断勾配が 8年をこえるものは橋梁型式を下路型式と

して8車以下におさえる｡

3)アプローチ部の縦断勾配は橋梁区間 と同勾配を原則と

する｡やむをえ75:い場合には,殺急 12飾以下 と し橋

梁区間とのスムースな連続を図る｡

4)橋梁区間の縦断曲線は,クレス ト位置を橋梁中心に お

き,橋梁区間全体に縦断曲線長をとることを原則 とす

る｡

5)アプローチ部の縦断曲線長の最低値仕57nを目途にす

る｡

■ 勾 配 一 覧 表

橋 名 右= 取 付 右 取 付
斜 路 7ブローチ部 橋 梁 区 間 アプローチ部 斜 路

FA- 1 - 0.500 0,500 0.500 0,500 -

FA- 2 - 3.843 2,500 2.500 2.500 -

FB- 1 - 2.390 2.390 2.390 /2.390 -

FB- 3 - 2,500 2.500 2.500 i' 2.500 -

FB- 4 - 0.555 0.555 0.555 ▲ー 0.555 -

F8- 5 - 1.120 1.120 1.120 1.120 -

FB- 6 - 3.397 3.397 3.397 3,397 -

FB- 7 - 4.997 4.997 4.997 4.997 -

FB- 8 - 3.110 3.110 3.110 3.110 -

FB- 9 - 0.499 0.499 0.499 0.499 -

FB-10 - 2.130 2.130 2.130 2.130 -

FB-ll - 4.057 4.057 4.057 4.057 -

FC- 1 8.45 7.600 7_600 3.478 7_179 10.24

FC- 2 - 2.000 2.000 0.500 0.500 -

FC- 3 12.00 11.47 4.167 4.167 3.177 3.177 5.65 4.70

FC- 4 12,00 3.300 3,300 3.300 - -

FC- 5 - 6.667 6.667 8_000 8.000 9.45

FC- 7 - 0.925 0.925 8.000 8,000 5.87

FC- 8 9.45 11.80 7.721 4.167 4.167 4_167 ll.84 12.00

FC- 9 ll.ll 6.216 6,216 6.216 6.216 12.00

FC-10 - 0.500 0.50-0 0.500 0.500 12_00

FC-14 12.00 - 1.176 4.348 4.348 10,00

FC-15 ll.30 12,00 7.862 7_862 5.882 5_882 12,00

FC-16 ll.60 11.49 8.000 8.000 3_620 3.620 12.00

FC-22 9.62 7.86 1.613 1.613 1.613 0.500 12.00

FC-23 8.61 5.93 6.131 6.131 2.286 2_286 ll.24 11.19

FC-24 12,00 4.103 4,103 2,500 2.500 10,80 10.50

FC-25 ll.04 1.60 - 8.000 8.000 8,000 12,00

FC-26 9.83 10.50 7_746 7.746 3.782 3.782 -

FC-27 - - 1.000 1.000 - -

FC-28 12.00 10,14 1.169 1.000 1.000 - 2,45 3_31

FC-29 - 2.500 2.500 2.500 2.500 -

FC-30 - 1.000 1_000 2.26 -

FC-31 - 2.219 2,219 2.214 2.214 -

FC-33 5_80 7_805 7.805 4.511 4.511 12.00

FC-34 - 8.000 8_000 8.000 8,000 12,00

FC-35 12.00 10.72 8.000 8.000 8.000 8.000 12.00

FC-36 10.00 4.643 4.643 5_485 5.485 9.02 10.00

FC-37 10.45 6.249 2.400 3.710 3.710 ll.98

表 8- 4- 1
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8-5 活荷重

1)｢投道路の活荷重rJ.TL-20とする｡

2)歩専題の群集荷重rZ,W-350Kg/mZとするが,管

理用車両の通路となっている歩専道の活荷重rJ.TL-

14とする｡

3)管理用通路の種類として,

&歩専道管理

b下水管管理

C魚道管理の 3種類がある｡｢図8-5-1｣

縁遠についてはすべて管理用車両が通行すると想定 し

た｡

■活荷重一覧表

榛 名 荷 重 声｢ 名 荷 重

FA- 1 TL-20 Fノー10 W-350Kg/nit

FA- 2 FC-14

FB- 1 FC-15 1'

FB- 3 号ダー16 TL-14
FB- 4 FC-22

FB- 5 FC-23 W-350K9/m'

FB- 6 FC-24

F8- 7 FC-25

FB- 8 FC-26 TL-14

FB- 9 FC-27 W-350Kg/一才

FB-..10 FC-28

F】3-ll FC-29

FC- 1 TL-14 FC-30 TL-14

FC- 2 FC-31

FC- 3 FC-33 W-350Kg/A

FC- 4 W-350Kg/1㌦ FC-34 TL-14

FC- 5 TL-14 FC-35 W-350Kg/7Tt

FC- 7 W-350Kg/′〟 FC-36 TL-14

FC- 8 FC-37 ■

表 8-5-1
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図 8-5-1
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歩専道

一般道路

6- 1
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817 土突条件

I)土質構成は,上からローム屈 ･凝灰質粘土及び凝灰

賀砂の互層及び土丹屑に大別される｡

2)土質に,全般的に軟弱であ9,支持層比原則として

土丹とする｡

3)｢腹図における基礎型式は,土質条件を推定に上b

計画したものであD.詳細設計においては,面密を調

査に上り基礎型式を決定すること｡

＼ノ沙T
t

∵

㌍

整
_ヽU

-I､

′し

＼

1
1

ノ

'u
･Ir1

′ノ/』･′
.

4 港北第一地区地質模式断面図

T2面 下 末 書 台
下末書砂層

標

高

(

M
)

図8-7-1

L 地 質断面 図例

図 8-7-2
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8-8 設計一般 ■部材設計に関する一般事項

項 目 内 容 解 説 項 EI 内 容 解 説

1.材 料 使用材料は｢道示皿.Ⅲ.Ⅳ｣に準ず 2.土 圧3.設計裏庭4,そ の 他 ｢道示Ⅳ｣に準ずる. ボブクスカル.L ト

る｡ .粘性土4,_壷合には一般に下記に上る.∫-1.6t/一㌔ に関 して吐静止土圧係数0_6を用いる.

上 部 工 下 部 工

コγクリート6Ck宅40労 ock=210ガ

(RC)コンクリート(PC) 以上ock-350%以上とする○断面的に由井 忙つレ､ては6Ck O-258

をものにつレ､て結Qck-240労でも可ock:=350% -210労 とする.早強コンクリート性別途協議とする.主鉄筋径仕D13以上とする.耐候性鋼板を使 埋戻 し土を石灰処理する場合は別途打合せる○｢道示V｣(耐集崩 )に準ずる○V1-1.0V2-ポーリングの結果エ9判断する.Vs-1ー0k0-0.2支持層確認Vj:3m以上とするoフーチング根入れ壮50m以上とする○(ただし埋設物のある場合は別途打合

鉄 筋 SD30

斜 材 SS41

図8-8-1
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9. 上部 .下部構造型式 ●標準適用支間表

9-1 上部構造型式の検討 型 式 支 間 曲 線主構造 適 否横 面 桁高比

上 ト ラ ス ア ー チ ~＼〉(〉く×〉く〉く×〉く(⊃ ○ 1//℃5I■lA

-般的を道路橋K:ついては ｢表9-1-1｣を参考にし J{ イ ブ ア ー チ (⊃

で橋梁型式を選定するO 鋼 板 ア ー チ- シ/ ガ - ト - ス ○

- /ivl=1)下路形式については,歩専道縦断勾配が捉やかになる 7 7( ロ - ゼ ) ○○

こと及び付帯構造物 宅地 擁壁等を小さくすることができる等の利点によb採用するO 路 単 純 ト ラ ス ○○

2)添架物件のある橋梁については,原則として開断面と A 連 続 ト ラ ス連続 ボ ックス ガー ター ○○ 1/10i/20

する○ 西 之町う(A鍔も嶺恒 う 橋 単純 ボ ックス ガ- クー連 続 ガ ー タ ー鋼床版 ボ ックスガ-メ-単 純 H 型 鋼 橋斜 張 橋 〇〇〇×〉( 〇〇〇〇〉く 1/201/201̂ 51/20

中下路鍋揺 ト ラ ス ア ー チ鋼 板 7 - チ~ ン ガ - ×××××〉く○○ ×××××＼×× 1/6.5∫1/相1/101/10I/17フ カ ー タ ー単 純 ト ラ ス連 続 ト ラ ス単 純 ガ ー タ ー連 続 ガ - メ -

PC檎 顎 芸孟Zv等重畳テ単 純 合 成 ガ ー タ ー連 続 合 成 ガ ー タ ー単 純 ガ ー タ ー連 続 ガ ー タ ー単 純 ボ ッ ク ス穴 あ き ス ラ フプ レ テ ン 桁Tr 型 ラ - メ ソ ○○××××○○×○ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 1/171/221̂ 51/171/171/201/22LA 21/151/30

氏a 穴 あ き ス テ フラ - メ ニ/ ○○ ○○ 1/201/12

(症)(1) 7-チ型式の桁高比は,Sag-ratioを示すo
(2) 曲線適否で主構造の○印は橋梁構造を曲線に沿って曲げ られるものO

×印は 曲げ られ75.V,もの○

構面の○印はブラケット等を用いることによって路面構造だけ曲線となbうるものo
×印は曲顔にならないものC

(3) 桁高比は統計的な目安を示す○ (橋梁-ンドブ ックよ9)
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9-2 上部工

1)主桁断面の種類に仕以下のようをものがあるB

主桁断面 図

(,caT路 ) [≠』 』巨』

(中品 版 ) 転壷讃ヒ壷コ

(T C桁) 帯 市庁

(最 桁 ) 蝉 車

図 9-2-1

)上部工形式別一覧表

操 名 タ イ プ 型 式 名 タ イ プ 型 式

FA- 1 b PC単 純 中 空 床 版 C-19/ d 単 純 鋲 桁

FA- 2 C R C 単 純 T 桁 FC-14 a P C 単 純 下 段

FB- 1 e FC-15/ b pc 凄 純 中 空 床 版

FB- 3 RI ¢C-16) ■
FB- 4 d - 連 銅 7 - チ FY 2g ■ ∫

FB- 5 e FC-23 a P'C 単 純 下 路

FB- 6 FC-24

FB- 7 b RC二径間連続中空床版 FC-25

FB- 8 e FC-26

FB- 9 C RC二 径 間 連 続 T桁 FC-..27

F8-10 e FC-28

F8-ll C P C 単 純 T 桁 FC-29 b RC二経間連続中空床版

FC- 1 b PC単 純 中 空 床 版 FC-30 RC.酪 純 中 空 床 版

FC- 2 e FC-31 PC単 純 中 空 床 版

FC- 3 b PC単 純 中 空 床 版 FC-33 a P C 単 純 下 路

FC- 4 a P C 単 純 下 路 FC-34 ■

FC- 5 FC-35

FC- 7 FC-36

FC- 8 FC-37

FC- 9 FD- 1 ∫

表 9-2-1



9-3 下部工及び基礎工

1)詳細設計においては,現位置の基礎地質の調査結果に

エ9,支持地盤,土質定数を決定 し,基礎形式 ･構造寸

法を決めること｡

2)一般的を橋台の黒壁は,ノミラレ ,̂ウィングを原則とす

る｡また,揺台に接続 して擁壁を計画する場合には, ウ

ィンクを長 くとり,接続擁壁の延長をなるべ く短 くする｡

■下部工形式別一覧表

橋 名 下 部 工 & # I 備 考 歩- 負 下 部 工 基 礎 工 備 考

FA- 1 適 T 式 杭 基 礎 FC-10 T 直 接 基 砕

FA- 2 逆 T 式 杭 基 礎 FC-14 逆 T ′ 式 杭 基 誕

FB- 1 - 杭 基 礎 九′レこ-ト FC-15 逆 T了 式 直 接 基 礎

FB- 3 - 杭 基 礎 FC-16 凄 T 式 杭 基 礎

FB- 4 逆T式,7-チ7Jl'プト 抗,直接基酵 FC-22 避 T 式 杭 基 礎

FB- 5 - 杭 基 礎 カルノL ト FC-23 逆 T 式 杭 基 礎

FB- 6 - 杭 基 礎 FC-24 逆 T 式 杭 基 礎

FB- 7 逆 T 式 , 柱 式 杭 基 礎 FC-25 逆 T 式 杭 基 誕

FB- 8 - 杭 基 礎 カノレゾー ト FC-26 逆 T 式 杭 基 廷

FB- 9 連 続 揺 台 直 捷 基 礎 FC-27 逆 T 式 抗,直接基礎

F8-10 - 杭 基 礎 カノレゾもート FC-28 逆 T 式 杭 基 礎

FB-ll 逆 T 式 杭 基 碇 FC-29 避 T 式 , 柱 式 杭 基 礎

FC- 1 逆 T 式 杭 基 礎 FC-30 逆 T 式 杭 基 礎

FC- 2 - 杭 基 礎 カノレて-ト FC-31 避 T 式 杭,直接基礎

FC- 3 逆 T 式 直 接 基 礎 FC-33 逆 T 式 杭 基 礎

FC- 4 逆 T 式 杭 基 礎 FC-34 逆 T 式 抗 基 延

FC- 5 逆 T 式 杭 基 礎 FC-35 逆 T 式 杭 基 確

FC- 7 逆 T 式 杭 基 礎 FC-36 逆 T 式 杭 基 礎

FC- 8 逆 T 式 杭 基 礎 FC-37 逆 T 式 杭 基 礎

FC- 9 逆 T 式 杭 基 礎 FD-..1 逆 T 式 杭 基 礎

表 9-3-1
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91 4 橋梁付属物

I)地軌 高欄

･上路型式の地頭寸法は次の上うK:定める｡

｢般道路橋

歩道に接する場合 b-40cm, h- 10CTn

歩 専 横

b- 40cm, h-10の1

･下路型式や構面に植栽する橋K:ついての地援寸法な

どに特別に考慮する｡

･高欄の高さ仏 舗装面か らh- 120mとする｡

2)橋面排水

･横面に排水桝を設けず,橋の前後の歩専道または道

路に設けた桝で排水するものとし,歩専道,道路

排水計画との整合をとる｡

･構造上やむを得ず庸案内に設置する場合 美観や維

持管理に十分留意して設置する｡(FB-4)

4 地 葎 高 欄

･一 般 道 由橋

(歩道側 )

図 9-4-1

=

-

.

GI
L.
.

m

･
=･
l

什

川
什止

■構 面 排 水

･歩 専 穣

｢~:』二重声=-:=

･一 般 道 路橋

■ 特 殊 高 欄

･pc下路桁橋

図9-4-2

図 9-4-3



3)支 東

･支東は,上部構造の形式 規模に上b ｢表 9-4-1｣

のとおりとする｡

･道路橋支系便覧 (道路協会 )の適用を原則とする｡

■ 支 柔

橋 名 種 別 埜_一名- 種 別､

FA- 1 ゴ ム 沓 C-10 支東版支

FA- 2 // C-14 ゴ ム 沓

FB- 1 C-15 〟

FB- 3 C-16 "_)
FB- 4 支幕版支乗ビン支東 C-22 +
FB- 5 C-23 I
FB- 6 C-24 ∫

FB- 7 ゴ ム 沓 C-25 〟
FB- 8 C-26 ■
F8- 9 ゴ ム 沓 C-27 〟

FB-10 C-28 〟

FB-ll ゴ ム 沓 C-29 〟

FC- 1 C-30 〟
FC~ 2 C-31 〟
FCー 3 ゴ ム 沓 C-33 〟
FC- 4 C-34 〟

FC- 5 C-35 〟

FC- 7 C-36 〟

FC- 8 C-37 〟

FC一 g FD-1 〟

表 9-4-1

■ 支泉取付例

■PCホ ロ ー橋

≡ :二

図 91414

･pc下 路 揺

~ 三二

図 9-4-5



4)伸縮装置

･伸縮装置は,非排水の ゴムジョイン トを使用すをこと

を原則とする｡

･ゴムジョイン トは:,取替の可能を構造とする｡

･一般道路橋

車道部 荷重支持式

歩道部 突き合せ式

･歩専道 突き合せ式

■伸 縮 装 置 の使 用区分

橋 1名 種 別 橋 名 ./-盾′/~~~別
･A- 1 支持式,突き合せ式 C-10 し＼＼声 き 合 せ 式

A- 2 / C-14 〝 ＼- ∫

B- 1 C-15 /-/-A
B- 3 C-16 し 〟 )

B- 4 支持式,突き合せ式 C-22 tLLL-IrLJ /

B- 5 C-23 〟
B- 6 C-24 〟

B- 7 支持式,突き合せ式 C-25 〟

B- 8 C-26 〟

B- 9 支持式,突き合せ式 C-27 〟

B-10 C-28 〟

B--ll 支持式,突き合せ式 C-29 〟

Cl 1 突 き 合 せ 式 C-30 〟

C- 2 C-31 〟

C- 3 突 き 合 せ 式 C-33 〟

C- 4 〟 C-34 〟

C- 5 〟 C-35 〟

C- 7 〟 C-36 〟

C- 8 〟 C-37 〟

表9-4-2

■ 伸 縮 継 手端 部処 理 案

･歩 専 横 ･一般 道 路 橋

ツ-ル 材
(》 伸縮装置

■ 伸 縮継 手 参 考例

④ 突 き合せ 式 (後 付 け )

⑧ 支 持 式 (ゴムジョイン り

図 9-4-6

図9-4-7

^̂



5)踏掛板

･設置する道路は:,都市計画道路以上とし,その他につ

いては取付部の締め鼠めを十分行ない,原則として設

置 しない｡

･踏掛板の長さ仏 50Tnを原則とする｡

･踏掛板と埋設物の離隔距離を40仇 とする｡ なお,関

係機関と十分な調整をとること｡

J 蕗掛坂 設置 箇所

図9-4-8

■ 踏掛板設 置例

a.特 殊 部 (橋梁に地下埋添架のある場合 ) b ポ ,クス部

GL

図 9-4-9
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6)橋名板及び橋歴板

･橋はすべて榛名板 橋歴硬を取付けるのを原則とする｡

･榛名板は.親柱に埋込むのを原則とし,親柱のない場

合は高欄に取付け,容易に額れないエうに十分配慮す

る｡

･穂歴板は,主桁に額付けるのを原則とする｡

･榛名板の形状仏 ｢図3-3-11｣に示す｡

･文字は横書を原則とする｡

･榛名板の書き方仇 読み方が ｢△△ば し｣でも凍名板

にはすべて ｢△ △はし｣と香 く｡

･権歴坂は,道路橋示万有(I)を参考にすること｡

･橋梁課管理の橋梁については,橋産額に榛名は記入し

なくてよいので,橋梁工事において同時に橋歴坂も設

置すること｡

･爽施設計時に榛名坂.橋歴板の設促位置方法について

検討 し,図面に明示する駄

●橋 名板 の位置 図

1 親柱のある場合

2. 親柱のない場合

棟名板は高欄等に取付ける

図 9-4-10

J構名坂の寸法 (最小寸法 )

320

ヨ= ヒ二 二二=卓 二 コ

材質 :ニ ッケルプtZソズ

文字は浮き出し(5■■)

図 9-4-ll
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10.付帯構造物

10-1 階段 ,斜路

1)斜 路

･斜路勾配は原則として12年以下とする｡

･地援巾は原則として巾30cm,高さ10C7l.転落防止柵

は路面上り12mとする｡

･橋梁の地頭 と連続 している場合の地孝巾は40cnとす

る｡

･巾負は 15m以上とする｡

･横断勾配は原則として2年の雨折れとし,巾見のせi

h場合は片勾配とする｡

･舗装はすべb止めを考慮すること｡

2)階 段

･階段の踏み巾及びけあげ高は,それぞれ 30仇以上,

15cm以下を標準とする｡

･排水のための階段の両側に排水常を設け,さらに踏み

面に1/30程度の勾配をつける｡

･階段の地番巾は30cmとし,地理高は 10cmとする｡

･階段の高欄高仕路面上9I207nの高さとする.

･高さが307Rをこえる場合には途中に踊 り場を設ける.

･階段 ･踊 り場には手すりを設ける｡ 高さは路面 より

80-85cyiの高さとするO

･踊 9場の長さは階段形状に関係をく15m以上とする｡

･707n以上高低差のある階段の踊 り場長さは2ヶ所の

うち1ヶ所は307A以一上の長さをとる｡

･階段の降bロにrj:, 1.1Tnの桶b境を設ける｡

3) 転落防止稚

･転落防止柵の高さは路面より127Rとする.

･設計推力は 150k9/ 7n'とする.

■ 斜 路

300 巾負 15,°以上

図 10-1-1

鈷み面 ･け上げ高

耕水蒲

｢

_土クー

OST

T～00TTOOT～OS
l
ノ
OOaT

ニ ーtt二二〒 二

手ナ♪
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ll. 占用物件

1)実施設計KかtJlでは,次の占用物件について確喜乱

調並を行 うことo

1. 橋梁部添禁物 ｢図11-1｣

之 カル.,I- トを占用する埋設物 ｢図 11-2｣

3 7ブローチ,階段を占用する埋設物 ｢図11-3｣

2)埋設物の土被り,占用位健等仏 原則として港北地

区道路等盤設物占用位怒図に上る｡

3)夷施設計において仏 次の点について関係横的と的

産をはかること｡

1. 種 類

2. 位 置

3 士 班+1

4 壌付方法

5 占用物件付帯物 (伸縮管,固定 1)ン7,空気弁等 )

6 重 量

4)その他

･ 棟梁の側面添乗は行なわないこと｡

■ 占用 物 の種 別

1. 棟梁部占用物添加箇所

巴 亡云 己 面 コ

図 11-1

21 カルバー ト上 を占用する埋設物設置箇所

oO ⊂:コ ○○
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12.示万苦 ･基準等

1)橋梁等の設計には,道路橋示方着I,∫,Ⅲ,〟,Y

を適用することを原則とする｡

2)附帯構造物,右横等につL̂ては適宜,指針 ･示万事 ･

基準等を用いること｡

■元 方 書 ･基準 等

名 称 発 行 者 名 称 発 行 者

道路橋示方事 .同解説 道 路 協 会 宅地造成等規制法技術基準 建 穀 ' 竿

共通編 Ⅰ 鋼橋窮Ⅰ 道路照明施設設置基準 横 浜 市 道 路 局港 北 開 発 局I∫道 路 協 会

コンク1)- ト穂綿Ⅲ 道路占用許可基準 rlf
下部構造編Ⅳ 宅地造成設計指針

耐窯設計桐V道 路 構 造 令 ■ ･ 標準図超群標準群造園l道路設計 指 針

道路穣仲嬉真澄便覧 ･ ni路土工-絡 ,カル品 ふ造物工指針

道路橋支柔便覧 鋼道路橋設計便覧 住宅 .都市整備公E])防課柵設置要綱 工事共通仕様香

表 12-1
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13-5 転落防止柵 (上韓橋タイプ )

｢∵ ~ lI
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13-6 転落防止柵 (下路橋タイプ )

/4 2∠l♂ヒク/′ /12-/472 2d仰′J

qiらCl
＼

C∃ ～逮



ⅠⅠ 各橋の計画
■ 図 面 記 号 凡 例

付育柄追物等 孤 石 政 み . ブ ロ ッ ク 凍 み

コ ン ク [)- ト擁 壁

二二=====:=:≡ 地 複

] A(B) 親 柱

======⊃C (D) 端 ポ ス ト

而 E 階 段 上 り 口処 理

給 水

=二 二= S 下 水 (汚水 )

== =一三.氏 〟 (雨 水 )

件 - E 充 電



交差形態 住区幹線道路 (701)
都市計画道路 (3_3.25)

管理区分 棟梁抹所管

構造形式 PC単純中空床版橋

穂 長 26.50m

将 兵 9.00Tn
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交 差 形 態 地区幹線道路 (K-4)
区画道路(255)+歩卑道Q)206)

管 理 区 分 橋 梁 課 所 管

構 造 形 式 R C単 純 で桁 橋

橋 長 15.507花

僻 見 18.OO汎

設 計 荷 重 TL-20
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交差 形 態 センタ-地区道路 (1101)
歩専道 (p1101)

管 理 区 分 維 持 課 所 管

構 造 形 式

横 長 9_80m

幅 員 4.OTTL(内空 )
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1.区 分

2.周辺環境

FB-3穂を通る緑道は,幹線緑道 2号線の支顔で,也

区2号公園を通 り,地区外および第二地区に散る重要なル

- トである｡またその縁遠は,せせらぎをもつD

公園側は,公園を包む斜面緑地の一角にあ9.公園の出

入口となる｡出入口の全景は,公園の各所からよく見える｡

緑適例は.駅前センター,宅地等が近接し,地下鉄の計

画もある.

本橋を見る重要な視点rま,公園側であり,出入EL 外観

の周囲との調和および導入部の涙出が重要である｡

3.基本イメージ

余裕のある橋下空間とやわらかを導入

斜面緑地の連続を保つかたち

緑になじむ地味な トーン

図-2 地区2号公園よりFB-3棟を見る
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図-3 平 面 図

図-4 カルバー ト縦断面図

6･4

4.各部デザイン

(D 本 体

･ 形式は,橋表と占有物件等物理的制約からボ ックス

ルパートとした｡構造上必要夜中壁は.橋下の空間的

広さを求め丸ビアとした｡

･ カルバー トのコーナーは,内部空間のやわらかさを出

すために丸面とする｡

･ 橋下の明かb採Dのために,中央分縦帯に トップライ

トを設ける｡

(む 橋 まわ D

｡ 公園側の開口部側壁は円形の平面ヲ珍伏とし,天端を法

面に合わせ ,橋への導入を柔らげ緑の連続性を強調する｡

. 緑道側の側壁は,パラレルウインクで土留め処理をす

る｡

* 造園計画

･カルバー ト内外Iiil路

･ ボックス内水辺,水底

･ 導入部水辺処理

･ 導入部盛土｡椎栽

･ 主導入部照明設棚

｡ 公国名標 (自然石 )

｡ カノレパー ト上部植栽



図-5 カルバー ト断面形 ･詳細 図-6 端ポス トと柵
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図-8 カル′く- 卜内部′く-ス

(釘 エレメン ト

･ 防護柵は.側壁および JIラレ ･̂ウインクの範期に設置

し,緑に調和する茶系暗色カラ17JL･ミ梨とする｡

･ 防護柵端部には,鋳鉄製端ポス トを設ける｡

① 仕 上 げ

･ 開口部側壁他全盛面 ･天井面rl.モルタル吹付仕上げ

2JlOO60● ､､､ 0 8̂;sbQQ

fr-
01

言/ 一つ

= ===富N l13 ～//D= > ＼/V＼1300

図-7 緑道側平面図
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交差 形 態 地区幹線道路(K-I-1)
縁 遠

管 理 区 分 維 持 課所 管

構 造形 式

横 長 18.8OTn

信 長 弘 m十軌 (内空 )

設計 荷 重 TL-20 -



1.区 分

2.周辺環境

FB-4橋は,幹線線道 2号腺と都'古書I画道路 ･中山北

山田線の交差部に架かる道路橋であるo

周囲は,近隣 5号公園,集合住宅および張合過勤場等広

いオープンスペースがあD,自然性の高い景城である｡

緑道は,これらの造成緑地および保全轟裏地に狭まれた大

きな谷間である｡

粂橋地点は,公園の閲路,バスス トップおよび集合住宅

等との連絡路が集中した大きな結節点を形成 し,橋元は多

目的広場となっているO

本橋を見る視点は多種多様であるが,重要な視点は,棉

の全寮を正面から見る中景視点と橋下の園路および広場上

の歩片者視点である｡

3.基本イメ-シ

●スケルの大きV,地形と一体化する形式

･透視性の高い橋下空間

･録に調和 し,人 に々親しみやすい落ちついた ト-ン
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4.各部デザイン

① 本 体

･ 谷地形との一体化する7-チ形式とし,椅下空間の採

光性および透視性に優れ,部材がヒューマンスケールに

とれるメタル構造とする｡

● 中央ス/{ン及轡 二側サイ ドス/,1ンは･広塩計画-の整

合とバランスにより決め,南側サイ ドスノてン仇 北側と

対称とした.アーチライズ比は約 1/ 6で標準的である｡

在) 橋 まわ b

･ 道路アフロ-チ部は,修景植栽が期待できる位贋であ

るため, コス トを考慮 し石所とするO

･ 固路および広場相互を結ぶ階段をアーチ7バ ッ トまわ

bK設思 し,広場の活性化を図るo

･ 北西部の構造物掘削は,集合住宅7ブローチおよび借

景緑地になるよう配属すること｡

* 造園計画

･せせ らぎ水辺処理

･東側広:堤段差処理は,7-チ7バ ット側面に納めたい｡

･集合住宅7プロ-チPj:,構造物旋削の後処理と重なる

ため,関係者と協議をすること｡

68



図-5 メイン園路か ら多目的広場を見る

･大きめ._坪塾の親柱 (2400×1500X400程度)
(天端はムク原石本磨き,側面は貼 り石本磨き)

図-7 高欄 と親柱

ii

騒騒l｣

400

図-6 アーチアパ ットの石貼り

亘) エレメン ト

･ 高欄は,本体との-一一体化のために落ちついた トーンの

市場品カラー7JL,ミ高欄 とする｡広い橋上空間を引きし

めるため, トyブレールrZ太めのかまぼこ塾 とする｡

･ 親柱は,橋をEl立たせないため77'ロ-チ端に設ける.

広 く長い席上空間を引きしめるため大 き目の横型 とする｡

･ 転落防止冊は,広場段差部に設置 し,デザイ/rJ簡明

を横稜塾,暗色とする｡

(D 仕 上 げ

･ 本体 塗装仕上げ一茶系暗色

･ 橋台 ツツキ仕上げ

･ 地頭側面 本体同色の塗装仕上げ

･ 7-チ7バ ットiわb原石胎少
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交 差 形 態 都市計画道路 (3.3_22)
緑 道

管 理 区 分 橋 梁 課 所 管

構 造 形 式 鋼 ア ー チ 橋

横 長 71,07花

幅 具 22.07n



交 差 形 態 住 区 幹 線 道 路(705)
歩 専 道 (p702)

管 理 区 分 維 持 課 所 管

構 造 形 式

捧 長 9.807n

樽 見 4.0,冗(内生 )
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交 差 形 態 住 区 幹 線 道 路 (502)
歩 専 道 (P501)

管 理 区 分 維 持 課 所 管

構 造 形 式

横 長 9.80m

幅 員 4.07n (内空 )
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1.区 分 線道系

2.周辺環境

FB-7穂は.幹線操道 2号線と都市計画道路佐江戸北

山田線の交差部に架かる道路橋である0

線道は,保全緑地と造成緑地に挟まれた谷の中央部をせ

せ らぎ. メイン･サブ各園路が並列する構成である｡視野

は,流れに沿い,比較的狭い0

線道と道路の交差角は小さく(500).橋下空間の奥行

が深レヽ 北側には,地下鉄高架が計画されているため橋が

重層する景観と75:る.また橋下空間仇 暗 くを9がちであ

9,せせ らぎか1び園路などに遊園的処理が望まれる｡

3.基本イメージ

･スレンダーなかたち

･視野を狭めない橋の規模

･近づく人々に親 しみのあるテクスチi･-

図-2 東側上b見る
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4.各部デザイン

(D 本 体

･ 南側橋台rz,緑地法勾配を 1:35から1:3

に変化させ法尻に設けた｡

･ 北側縁台は,保全線地からとび出さをvl位置と

した｡

上部等 '･
スt/ン3'一夜2径間のスラブ桁とし,

p---･=･;I-･-～こ._一一"3: ＼＼

･､ ■ヽ＼ --_/一/

I-~､- -I__-

// // ＼ -// ＼/

j /･/ ~1 -＼＼､1 --
/

/ / // /// //I /〆 1 -- 一､ ---

･ '; / / I / // //// /////,/,,''/,,,,/I , y

図-4 楕下のイメージ 沢渡b･堰 図-5 同左 断 面 図

桁の凹凸隅部は丸面取 りをする｡

･ 橋脚rJ,橋下の視野を阻害しないために円柱と

した.O

② 橋まわりの納め

･ 橋台の僻角出隅部分は,面を落 し仕上げを施す｡

※ 北側構造物掘削部rJ,修景緑地になる上う処理

すること｡

* 造園計画

･ 橋脚まわりの水辺借景 :沢渡b wHZl.0
FH212

･ 橋台ウイ/ク壁面:ツタで全面を被いたい

･ 揺まわり植栽 :橋にかぶる高林

･ 綴地法尻 :展掛石瑛 (H-450程慶)
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図-6 橋台コーナー石貼リ

･大 きい ト･/フレール

･.ミラスクーパネ ,̂型

.

8

日
日

日･1.I

･大 きい投出の親杜 (2000X1250×400在駐 )

天指ムク石 .側面板石(貼り石 )

｢ i iiiii h白日､j

■R.･･. ･.百 事 蔓

図-7 高欄 と親 柱

伝) ェL/メ/ トデザイン

･ 高欄rl,外部景観を引きしめ,録の景観にな じ

ませるために.秦系暗色カラー丁ル ミの市境品と

する｡形状は,l横型とする｡
I

症) 仕 上 げ

･ 棟台の出隅部分rZ,浜色の石貼り｡書IWl.仕上げ

･ 橋台前面rl,貼 り石の高さと同間隔の白地切り

と棲械研磨

･ ウイング壁面は.コyクリ- トツツキ仕上げ

･ 橋脚は,コ/クリー ト機械研磨

rrJ
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交 差 形 態 都市計 画道路 (3.3,39)
緑 道

管理 区分. 橋 梁課 所管

構 造 形 式 RC二径間中空床版橋

穂 長 30,07Ti

幅 員 22.0m

設 計 荷 重 TL-20
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交 差 形 態 住 区幹 線 道 路 (502)
歩 専 道 (p501)

管 理 区 分 維 持 課 所 管

構 造 形 式

横 長 9,80m

幅 員 4.0m (内空)
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1.区 分･

2 周辺環境

FB-9揺rj:,幹破縁遠1号線と都珊 画道路日書元石

川線との交差部に架かる道路橋である｡

橋の南側の緑道は,商業施設に接する狭い縁遠であb,

センター景域に含まれる｡穂の近傍仏 商業施設,バスス

トッ7'等-の連絡路の結節点となっているB

棟の北側の緑道は,駅広場と地区 1号公園に狭まれ 橋

の近傍上空には,鉄道高架の計画がある｡

本橋は,異なる環境の接点の橋である｡

3.基本イメージ

緑道の空間を断つかたち

連絡するゆとDのある水面が導く橋下空間

異なる景観を結ぶ強い トーンとテクスチi･-
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4.各部デザイン

(D 本 体

･ 開口部は.小さを二速の先例7-チとし, 7●EZポー シ

ョンのよい 癌を求めた｡アーチ部仏 側壁上b張 り出さ

せ仕上の｡i:トラス トと共に分 断 を強調する｡l

･ 7-チ部 仏 占用物処理のためT桁断面とした｡

. 中壁にrl,水面との連絡 ･明か btわしのため開口部

をつける｡

● 橋下の明かb採少のため.道路中央分触帯に トップラ

イ トをつける｡

を) 揺 まわ b

● 開口部の側面は,直壁で塞 ぎ, 7-チ形開口部の強調

を図る｡

. 中壁の開口には,親水のためテラスを設ける｡

* 造園計画

･橋下,水底水際処理

･橋まわりの水面形状

･橋下路面およびテラス舗装および柵

･西側右横前面の修景植栽

●橋 まわ少は,高木の疎林としたい,



端ポ ス トC

電岳

｢肌ー lJJ,rrJ"…lLMHHJ""1ltJ"JIrHJI 川… 附 一 M llJHHHHfJrIJIJrl"lHtf 仁 1 111日HJIHr…Ⅲ … " " """iiiiji∩'lfJIⅢ "l川rlLHrrHJJ"rlllrrl川… ◎ .エ;孟ニ ト強いテ

1-I

':.:,IE.丁:i1lI∴lJl冊 ;l:I,:-.:r:ーl.. 心.l ∴ l車 l◆.∴ト.,∴I.LL-. l].I-I-:-I- . 高欄緋 ,緑

Wl ; ス蒜 霊るo

; ス蒜 霊るo

･ウイ/グ擁壁レy ガ貼9

･2脚塾鋳鉄高欄

図-6

{ 張b出し部と側壁部が接続する部分

クスチャーをもつ鋳鉄高欄とし,開口

全長に設置する｡

道誓 禦 Åふ威 ､ため･標準鮒

払 張b出し部にも同ポストを設置す

㊤ 仕 上 げ

･桁側面は, コノクリー トツツキ仕上げ

･側壁面は,素焼 きレンガ貼b

･橋台前面および中壁面払 側壁と同仕上げ

･高欄および端ポス ト仇 茶系暗色の塗装

※ レンガ=事には,白華防止処理を施すこと｡
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榊 両 団 倍尺1200
腔 ':耕 一Tr回 Jl尺 r loo

TTf 面 回 書尺12∞
㊧ 摂 台

S 崇

§ 8

測 点

ET二二‥=･.･====些 撃

交差 形 態 都 市 計 画 道 路 (3.3.25)
. 緑 道

管 理 区 分 橋 梁 課 所 管

構 造形 式 RC二 径 間 T桁 橋

横 長 電 主三速 ■

幅 員 22.07n

備考

･棟梁添加物 G¢300,Wd150 400

'掩 掛 板 有
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1.区 分

2 周辺環境

F8- 10橋を通る緑道は,幹線緑道 2号線の水系末端

の緑道であb,地区外および第二地区を結ぶ重要なルー ト

である｡

橋の北側は.近隣 3号公園と集合住宅であ9.旭を中央

に取 り囲む保全林の山と斜面緑地からなる緑豊かな象韓で

ある｡

その中で本棟は,斜面緑地の一角.入隅み部にあD,公園

の7イス トップの位置にある｡またそのために凍上は,忠

園の池と山への眺望点 となってVlる.

橋の南側仇 集合運動場に凄する掘割の録道であり,初

野は狭い｡

本橋払 北側外部のあb方が韮嬰であ9,橋下空間およ

び導入部の淑出とともに公園のアイス トッフ■となることが

必要である｡

3.基本イメーシ

. 小 じん まDとしたスケール

. 池と調和する九vlかたち

. 緑に映える トーンとテクスチャー
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図-3 平 面 図

4.各部デザイン

(D 本 体

･ 形式は,内空を広 く感 じるボックスカルバー トとし,

巾員は緑通園路に合わせる (W-60)O

･ 公園側の上床版上に,円形の眺望 ･休憩用テラスを設

ける｡

公園側の開口部は:,標準部よb間口を拡げ,導入部の

圧迫感を緩和する｡

橋下の明か り採りのため,道路中央分離帯および道路

端に トップライ トを設ける｡

毎) 橋 まわ b

● 開口部の北側に払 警 禦 吐 姐 出 払 ∠上広選生乳
けるQ

. 公園とテラスを結ぶ階段仏 小広場を囲い,法面をは

うように設けるO

橋の南側は,パラレルウイングで土留め処理をする｡

* 造園計画

･小広場 ･ボックス内部およびテラス舗装

･テラス上のJ,I-ゴラの設置およびバー='ラ用植栽

･池まわ9整備
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図-4 カルバー ト縦 断 図

図-5 公園側を見る ･人口のニッチ ･横 ス トライプ ･階段一体化

図-6 高 欄

@ ェレノン ト

･ テラスまわ少および階投の転落防止柵は,軽快をアル

ミ製ネッ トタイプとする｡

伝) 仕 上 げ

● 側壁は,緑に映える明色の自然石とコンク リ- トツツ

キ仕上げの横 ス トライプとし.間口を拡げたニッチ部ま

で達成させる｡

･ 小広場側壁は, コンクリー トツツキ仕上げ

･ ボ ックス内部は, コンク1)- ト打放 し

･ 入口柱は,コンク リー トツツキ仕上げ

(
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計 声 高 § § ≡ 喜 O 等 等 等 害 毒
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交差 形 態 地 区 幹 線 道 路(K-1-3)
緑 道

管 理 区 分 維 持 抹 所 管

横 道 形 式 ボ ック ス カル バ ｢ ト

揺 長 18.8 0TTL

幅 員 6,07花(内空)
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1.区 分

2.周辺環境

FB-11棟は,抜道 1号般および コレクター道路と,

都市計画道路K-5との交差部に架かる道路橋である｡

緑追払 並列する園ga,せせ らぎおよび並木と造成緑地

上b成り, コレクター道路を隔てて一般宅地が接するO

このため,園路の視野は限定され 橋は全寮が見られる

ことがをvTL｡

録道の北側には.既存集落,屋敦林等を保全する歴史栗

城がある｡

緑道の南側には,道路が並行 しており,橋の南話で十字

交差している｡交差点に面 して縁遠の入口がある.

これらのため本橋は,機上がよく見られ,背景との調和

が求められる｡

3.基本イメージ

･ 簡潔素朴でやわ らかみのあるかたち

･ 視野を防げない広い橋下空間

･ 緑になじむ落ちついた トーン

図-1 MD一皿

図-2 ･東側よb見る 帝に右半分は並木に上り見え か くれする｡
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図-3 平 面 図

4,各部デザイン

(D 本 体
i'

･ 南側橋台は)緑地に入れ 北側橋台は宅地右横が連続

できる位置とする｡

● 桁仇 占用物処理とやわらかシルエッ トとするため変

断面で桁とする｡

･ 南側の橋台 ウインクは,地坪部分が張り出す棟梁部と

同様の形とし,陰影によb壁面が小さく見えるようにす

る｡

◎ 揺 まわ b

● 北側 ウインクおよび擁壁仏 宅地境界に合わせ,橋台

側面は南側と同様に主桁側面に合わせるC
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図1 4 東側エb見る

.,
l

T
=.I,

二二
図-5 高欄 と親柱

i

l I i 1

肝_l=:_

⑤ ェ レメ/ ト

･ 高価は,地球側面を被う形とし,明かるくEl立ちがち

な同部分を景観になじませる(モチーフ-竹矢来 )｡

･ 設置範囲Iも 橋上および南側77'ロ-チ部とし,南例

7ブローチ部を揺上と-体化し,交差点まわbの貴簡を

スッキリ/させる｡

･ 棚 け ブローチ部pl･宅地にかかるた4,･転落防止柵

(橋外 )とする｡

･ 親柱は,交差点に面し,かつ緑道入口にあたる南端部

の締めを重視し,量感のある重JPな原石を用いる｡

① 仕 上 げ

･ 橋台 .ウイング壁面および桁の側面比.機械研磨仕上

げ

L -500 i

lli T wL｢ .一一一一･.一皿 一二 I

i∫II ･S!tr
I 橋名板 150 I ⊂>×60 等"

ii (=〉ヽ LL)■†

ilZ

仁 - - -

r-1
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交 差 形 態＼ 地区幹線道路(K-5-2)住区幹線道路005)十線道

管 理 区 分 棟 案 課 所 管

凍 遭 形 式 PC単 純 T桁 橋

橋 長 28.o†n

信 長 12.0m
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交差 形 態 歩 専 道 (p1001-1)
地区幹線道路(K-3-1)

管 理 区 分 橋 梁 課 所 管

横 道形 式 PC単 純 中 空 床 版橋

揺 長 29.50771

惜 鼻 3.0√

設計 荷 重 TL-14 f
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･南側より見る

交 差 形 態 歩 専 道(P1105)
地区幹線道路(冗-3-1)

管 理 区 分 橋 梁 課 所 管

構 造 形 式 pc単 純 中空 床 版 橋

凍 長 22.50TTL

信 長 3_07nl
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交差 形 態 歩 専 芯 (P902)
都市計画道路(3,3,25)

管 理 区 分 施 設課 所 管

溝 造形 式 PC世 親 下 路

凍 長 26,0m

!官 長 3,07n

設 計 荷重 W-350K久/n'

･西側エb見る
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交 差 形 葱 歩 専 道 (P1006-7)
セ yクー地区道路(1001-D

管 理 区 分 橋 梁 課 所 管

補 遺 形 式 pc単 純 下 路橋

庸 長 15,50m

樽 見 3.OTR
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交 差 形 態 歩 専 道 (p1005-1)
セ/タ一地区道路(1001-1)

管 理 区 分 施 設 課所 管

構 造 形 式 pc単 純 下 路 橋

横 長 16.0m

暗 鼻 3.0m

iiZg
6ヨ

iZI
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交 差 形 態 歩 専 道
地区幹線道路 (冗-1-1)

管 理 区 分 施設課 所 管

弟 遣 形 式 PC単 純 下 路橋

席 長 26.0m

将 兵 3_07n

隻:芸､ A,A

二 ′7芯こ＼ 丑

讃

Ft1.418 Fh.▲5a rl1.46○ EI-.▲弓0
義ul

.≡lt

･東側エb見る
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交 差 形 態 歩 奇 遇(p1103)
地区幹線道路(Ⅹ-1-1)

管 理 区 分 橋 梁 課 所 管

耕 造 形 式 PC単 純 下 路 橋

格 長 28_077L

信 長 3_Om

設計 荷 重 TL-14
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1 区 分 幹線道路系 ･駅サイン棟

セ/クー系 ･結節点の橋

2.周辺琴境

FC1O橋は,都市計画道路中山北山田破(3322)

と幹線歩行者専用道路p801との交差点に架かる歩専

権であ9.クウ/センタ-ノー/と西側住区を結ぶ｡

棟は,東側にある地下鉄駅広場の出入口に位置する｡

厭広場は,商業用地の背後にあり,道路からは見えない｡

棟の東側の77'E,-チは.駅広場に法面で接 し,建物

で囲まれた駅広場空間の十瓢となっている｡

第二地区のクウ/センター駅のサイ/穂CI39橋と

対の位置にある｡

3.基本イメージ

･ 強い空間の分節を見切り浪出する力強い内部空間

･ タウンセンターの建物景観に粥和する大柄な簡明性

･ 駅の存在を知らせる象徴性 :電車の車体を連想させ

る色,かたち(第二地区サイ/表示J<ターンとの統一 )
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J卜lr I

卜 I～NO【完 中一肝

齢 -紺 ==≡== ㊥ .I.

卜 附 願 望 T rH●35■○ `｣寸

トー.･...-:l43-....･.･..-1
汁 -一粒 一一

⊥
l J I l寸l=il

キ壬I l (2TFJL●l｢.Ll 'C

lll ㊨

+ ∴lI

..細 デザイン 0 巨 3 司

(D 本 体

港北 - i-タウンの棟によるサ=̂ソシ ステムの統
'<,簸ト. モ

ーを図る ため,C-39橋と同形矢とす る｡
/)･̀ ■'-l 什 一･ ■1

･サイン カラ-の表示面頚カ;大き也 ･-メ-,-め

橋台yi,瀧 が道路景観の中で自立つ ように道路側
ゝ∴

和 解 出す配置とし,歩道端上b:lJ,n後退した位置1 ､

-とする｡

棟は,駅広場からもよく見えるように,ベデの南

端K:配置する.

吃) 穂 まわ b

･ 西側の階慶は,揺以西のベデが集合住宅用地であ

るために僑用地を小さく納める配置形状とした｡ ま

た,親柱が階慶のない南側と同形で納ま9,外部景

観が簡明に統-できるように,7ブローチに取b付

けた｡

･ 東側の階段は,商菜用地の法面部分にほほ納 まる

ため,直線型の形状とし.橋詰にゆとりを設けた｡

･ 集合住宅用地か上び商業用地の法面部分 斬定

的性格が強いため,階段を地硬で納め,法を切bi

わした｡
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図-5 親 柱 の納 め方

.ー ⊥ .. ~

/

√

l

在) エ レ メン ト

･ 下路桁のため高欄yj:ない｡

･ 親柱は,桁と一体化 しサイy性を高めること,およ

び内部空間を喝 く見切るため,大 きい明灰色の石貼 り

とする｡ /

.タウンセ〆ク_側7ブ｡-チ部｡転落防止柵は,メ

ウンセンターの トータルデザインによるものとする｡

集合住宅側は,幹線道路系の棟に用いる標準の晶を

設置するo

伝) 仕 上 げ

･ 鋼桁T3:,シルバー色塗装｡

･ 橋台およびウインク擁壁は,クイル粘 りとする｡

クウ/センターのカラー計画がある場合は,それに

拠る｡
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交 差形 態 歩 専 道 (p801)
都市計画道路 (3,3.22)

管 理 区 分 施 設 課 所 管

構造 形 式 銅 単 純鼓 桁 橋

穂 長 33.0m

幅 員 5.077L

設 計 荷 重 W- 350Kク/mz



交 差 形 態 歩 専 道 (p715)
都市計画道路(3,3.25)

管 理 区 分 施 設 課 所 管

構 造 形 式: P C単 純 下 路 橋

偉 長 29.07n-

倍 鼻 3.07n

仁 キ = - 墓 室::

re FH.⊃6.0 FH-365

I t@ -守

iii iiiiiiiiiii FH,36.5
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交 差 形 態 歩 専 道
都市計画道路(3,3.22)

管 理 区 分 施 設 課 所 管

併 進 形 式 PC単純 中空床版棟

凍 長 28.0m

信 長 3.0m

設 計 荷 重 W-350XF/i

･南側上り見る
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1.区 分 セ/クー系結節点の揺

2.周辺環境

FC-16橋払 都市計画道路K-1号癖と幹般歩専

適の交差部に架かる歩専権である｡

橋の北側は住宅地.南側はタウ/セ/クーであD.本

橋は タウンセンクーの出入口と75:る｡同時に,センター

モー ルと住宅地間のベデとの切b替え点 ともなる｡

橋近傍にバスス ト77■があり,通勤 ･只物事に利用さ

れる｡

本橋の南側には,別に トークJL,デサイ/が予定されて

いるベデ棟が 2橋連続 している. ｢また.本橋比べデ線形

上の クt/ス トに位置 している｡

3.基本イメージ

● 力強vl内部空間-センター系乗材に上る硬質を空間

･ たいこ棟

. ン/メトリー

図一 1 位 置 図

｢
~
‥

図12 東側 よb見る
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4,各部デザイン

(D 本 体

･ 橋台は,宅地石塀を納 め られる位置 とし, リンメ

トリーに配置するo

･ 形式は,穂長と巾員か ら標準的な上路形式 とする｡

･ 桁の形は,本橋を含むベデル- トが センターを縦

貫す者ところからイメージされたチューブに由来

し,I.i; レ/ダーに見せるために下部に垂直面をと

っている｡

壇) 橋 まわ り

･ 南側の階段と斜路pj:,商業用地のベデ-の間口を

狭めをいよう工夫した｡

･ 北側では,支線ベデを機能的に懸 り付けた｡

･ 歩道に沿 うゆとb用地は,植栽地とする｡

南側の植栽用地は,階段斜路の付帯構造物を簡易

にするように歩道側に右横を設け,法勾配を 1:

2とした｡ (結果的に図- 2の左 ･セ/メ-側と

右 ･住宅地側は連な感 じがするのが気K:なるb再

検討をしたい所である )

図-3 平 面 図

図-4 楕上空 間

∴ 二 一
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交 差 形 態 歩 専 道 (pTOl)
都市計画道路 (3,3,25)

管 理 区 分 橋 梁 課 所 管

溝 造 形 式 PC単 純 中空 床 版橋

穂 長 26.57n

暗 点 5,07n

耳 ＼滝 FH.ささ., 慧 n .,12 FH.535 要員紬/-け l l
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交 差 形 態 歩 専 道 (P433)
都市計画道路 (3.4,31)

管 理 区 分 施 設 課 所 管

ホ 遭 形 式 pC単 純 下 路橋

格 長 29,50Tn

信 長 3_07n

設 計 荷 重 W-350KF/n{
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交 差 形 態 歩 専 道 (P436)
都市計画道路 (3,3,31)

管 理 区 分 施 設 課 所 管

構 造 形 式 pc単 純 下 路 橋

橋 長 26.07n

傭 兵 3.07n

･南側よb見る
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交 差 形 態 歩 専 道 (p520)
地区幹搬道路 (K-1-3)

管 理 区 分 施 設 課 所 管

構 造 形 式 PC単 純 下 路 橋

横 長 24.50■7TL

将 兵 3.0m

･西側よb見る
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交 差 形 態 歩 専 道 (p402)
セ ン タ ー地 区 道 路(401)

管 理 区 分 橋 梁 課 所 管

構 造 形 式 PC単 純 下 路 橋

穂 長 16,07n

幅 員 3,0m
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交 差 形 態 歩 専 道 (p512)
地 区幹線 道 路 (K-1-3)

管 理 区 分 施 設課 所 管

構 造 形 式 pc単 純 下 路橋

棟 長 23.507TL

将 兵 3,07m
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交差 形 態 歩 専 道 (P222)
地 区幹 線道 路 (K-4)

管 理 区 分 施 設 課所 管

柵 造形 式 PC単 純 下 路橋

庵 長 22.507TL

畷 員 3.OTTL

･西側上b見る
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1.区 分 線道系

2.周辺環境

FC-29橋は, コレクター道路と幹破線道 1号線に架

かる歩行者専用道路橋である｡

歩専道は,駅前センターと北側街区を結ぶ幹線であり,

地区 1号公園への導入路である｡

橋の東側の緑道は,厚い保全緑地と造成緑地に挟まれた

谷道である｡棟の近傍には道路の交差点があり,歩行者の

出入Dもある｡

棟の西側の緑道は,公園の池と原っぱに開くひろが少の

ある鳩であり,架揺地点が線形の屈曲点であり,空間の変

化点と75:っている｡

本棟は,駅広場と共に公園魚道等への眺望点であり, 目

立ちがちな位定にある点が重要である｡

3.基本イメージ

･ 駅広テラスに連らなるテラス適

･ 視野を妨げない橋下空間

･ スレンダ ー左様

図-2 ･西側エb見る
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㊥
4.各部デザイン

(D 本 体

一 橋の平面形状は,駅広場に集まる各動線をスム-ズに

歩専道に継ぐ7gめに滑らかな線形とするO

･ 橋台仏 画 包内に引き込み,橋下を広 くするO柿下の

高さは,維持管理上 1577Lを呂安としたO

･ 形式仏 スレンダーをスラブ橋とした｡

･ 橋脚は,園路の視野および通行車輪の兄とかしを確保

するために,細い円柱とする｡円柱払 分散 して配置 し

並木とのをじみを図るo

･ 円柱の頭部および脚部は,床版および路面になめらか

にすりつける｡

吃) 橋 まわ 9

･ 橋台前面は,滑らかを曲面とし, 目障 りに75:らないよ

うにした｡ また接続するウインク･擁壁も平面線形に沿

う滑らかな曲面とする｡

* 造園計画

･橋下園路

･橋まわb水辺景

橋台前部擁壁 (原石 )植栽,照明,腰右横

公園からの取水による滝或いは:噴水 も考えたい｡

･公園側盛土および植栽
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図-5 楕下空間一横断面図

図-6 親 柱

澗 ⑥

図-7 高 欄

エレメン ト

高欄は,変化する平面形状を引き締め強調する素材 ･

形状として,銑鉄-脚型とした｡

親柱仇 高欄の質感と曲線を受け止め,かつ公園のイ

メージに調和する素材 .形状として,黒御影の滑らかを

形状とした｡

(∂ 仕 上 げ

･棟台 ･側壁および地援側面仇 塗装仕上げ (共土色 )

｡桁下面および桂貌 柱脚は, コンクリー ト複械研磨

.柱身仏 舞踊管 ･塗簸仕上げ (黒 )

.高欄仏 鋳鉄焼付塗装仕上げ (黒 )

137



■ ■ Fg f 尺 l:ZOO 】

揖】‥ .ooo 書 革 + 析 Eg . . ,=roo

ヨL '7∞O l ∃ 刑 ■7伽 O IE .o…
l lO∝0-6000 .血l

.妻…M講 T2-,.2浬■, 60 妻を - 1 凹 上 tLL莞 !o苦 ∩欝 ∃ r .:''… .. l =L.'8詳た欝 L,!0 嘉 oR 瑠 定支k 〇〇 〇〇 平 O c'｡ O∩.し- け M J f

l t! (喜 tL..26.帥 o l..22酔 喜) l S600,- 4600 KX)折 両 BTJ R ryIOO㊨槍 令.i..hoo JOOOO 40CIJI ElF IG CCHJd)(_A)(1,L'ーLllIrh rh rh_ lrh dl rh rhu u uLYT.!nu u u uZL.

計 肖 高 §害 虫 ま あ 寸 に ム 喜 毒由_訂 oJOJ SS 恕 sS 喪 N N

地 暮 高

追 加 臣 + 写 喜 喜~喜 雪喜 § ≡ 喜 き ≡ 喜巨 …

羊 拒 * ≡≡ 葛等 § ≡雪 喜≡ 室芦
■ 点 買T 呂ナ 巨 二 "8 巾3

0 9.音 G)Tl空 き ㊥d g 豆"④ きて 0

平 面 BT ■ 尺 l2∞

竺 嘉 寸 1:2.O Y''Ll炉 一′一ĴS ' 2% 89 3' FH.22_.



▼■

交 差 形 態 歩 専 道 (p202)
センター地区道路 (207)

管 理 区 分 橋 梁 課 所 管

横 道 形 式 RC単 純 中空 床 版橋

橋 長 16,07TL

幅 員 5.507n
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1.区 分 幹線道路系 ･駅サイン橋 → 個別検討橋

2.周辺環境

FC-31揺rZ.都市計画道路日吉元石線 (3-31

25)と駅前セ/メ-/'-ソの幹線歩専道の交差部に

架かる歩専道橋である｡

橋の周囲は,商業施設,行政施設用地が取 りEEみ.

建物が棟に近接することが予想される｡

本棟rJ.地下鉄駅,長春Dの棟であるため,駅サイ

ン棟とする(Ⅰ-4参照 )｡

但 し,駅広場が道路に面 しているため,建物の背後

にあり見えない場合に比べ.サイン表示の質請け:低い｡

3.基本イメージ

･ 下の道路を意織させない防護性の高い橋上空間｡

･ 取尊の車体を連想させるかたちと色 :小さな車輪

とンンポルカラーとしての シルバー｡

図- 1 位 置 図

≡∃

= 塵 ≡ 二 二‡二
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4.各部デザイン

在) 本 体

･ 高欄を一体に取b込んだ丸い形のホロースラブ

形式とする｡
/

' 橋台は･勝抜ヤ 建物 上b$l込まない位置とし,

歩道端1り17'Ld位置に配置する.

･ 桁との接点を納めるため,橋台の巾は桁底面巾

に合わせ,ウインクの巾は桁の外面に合わせるo

(む 穂 7Eわ b

･ 標準的に納める｡

階段は,標準の地啓 (h-100)とし,法を切り

まわす｡

･ 親柱pj:,ベデの分節の明確化と外部景観の′くラ

/スを考慮し,縦型 とする｡

･ 桁の形を納めるため,桁か くしな設ける｡

(む 仕 上 げ

･ 橋台の ウイ/クは, クイル貼b(焚土色 )

･ 栽柱は:石貼 り

･ 付属構造物は,コ/クリー トツツキ仕上げ

･ 高欄yj:,鋳鉄 ･焼付塗装 (黒 )

図-4 橋 上空 間
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図-5 橋 台正 面

図-8 寸 法

図-6 高欄 ポス ト

:_ -LI::;｣.二 _ _ 二

臣

図-9 側 面 詳 細

端ポス トC

｢ -､ -

図-7 橋 まわ リ

図-10 親 柱 笠 石

(む ェ レ メ / ト

･ 外部景観の丸みと,内部空間の防護位を満たす

ため,水平部材を密に配すかたちとする｡

･ 高欄の丸面を更に強調 し,桁 との一体化を図9

高欄中に丸面の豊住を配す｡

･ 7プロ-チ部は.棟上空間と一体に達成する空

間としたVlところだれ 将来建物が近接すること

を考慮 し,高欄rZ権現で見切9,転落防止柵を設

恩する｡但し,銘装rl,棟上 77-ロ-チ共セン

ターベデと同一とする｡

@ tti U-

･ 橋台 ウイング:タイJt,粘b

･ 桁 :コンクI)- ト機械研磨
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凍 28.07花
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交差 形 態 歩 専 道(p308)
地区幹線道路 (K-5-1)

管理 区分 橋梁課所管

横 道形 式 pC単純 下路橋

穂 長 17.507TL

将 兵 3.077L
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交 差 形 態 歩 埠 道 (P305)
地 区 幹 線 道 路 (K-5-1)

管 理 区 分 施 設 課 所 管

庸 造 形 式 pC単 純 下 路 橋

揺 長 16.507花

信 長 3,07花

FH'29一〇 】よ21̀b ⊥fH.25.ElfN.Zi_8 l■○,～LP土千
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交 差 形 態 歩 専 道(p107)
地区幹破道路(K-5-2)

管 理 区 分 橋 梁 課所 管

溝 遣 形 式 pC単純 下 路橋

稀 長 18.07n

将 兵 3.0m
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交差形 態 歩 専 道 (p102)
地区幹線道路(K-5-2)

管 理 区分 橋 梁課 所 管

補 遺形 式 P C単 純 下 路橋

据 長 22.07n

倍 鼻 3,OTTL
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1.区 分･

2.周辺環境

FD-1棒払 都市計画道路El曹元石川線と縁遠1号練

が交差する縁遠橋である｡

橋の東側の緑道帆 道路と宅地に狭まれた巾の狭い支線

であるが,地区外及び第二地区緑道に継がるルー トとして

重要である｡橋に向う上b額の道である｡

橋の北側の縁遠は,せせ らぎをもつ幹線の末端であるO

東側のアブ1]-チと同様,橋に向う:坂道であD,橋は緑道

のクレス トであるO

本線にとb重要な視点は,橋の東面であり,西側は:幹線

道路系の橋一般と同様に考えられる｡

本橋は,事実上の緑道の玄関口として分節された幹支の

縁遠をしっかbと継ぎとめる強vl空間が望まれる｡更に,

橋元にはバスベイが併設されるために動線的な配慮が求め

られる0

3.基本イメージ

･力強い内部空間

･大きく目立つかたち

･ 緑に映える トーン

図 - 1 M D - Ⅱ

図-2
･東側支線緑道よb見る
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4.各部デザイン

nl･･95 ① 本 体

･ 橋台払 宅地右横を切9,橋台側面に納められる位置

とするO

' 形式仏 ルー ト表示性を高めるために.交差道路の標

準形態に準ずるPC下路標とした｡

t

1

② 梼 まわ 9

･ バスストップ連絡階段仏 縁地法面を這う,丸い平面

形に配し,穂本体と一体の大きを空間とする｡

･ 梼台側壁帆 桁天端に合わせた直壁とし,階段に治わ

せ,橋と一体化し,棟を大きく見せる｡

図 - 3 平 面 図

･揺台平面図

図 -4 橋台まわりの納め方

･平面図

* 造園計画

･棟面 階段舗装

･縁遠転落防止柵

･橋台まわb 盛土 植栽

植栽は,低確木主体とし,南北各 2本在駐の常緑高

木を配したい｡



花樹岩水ミガキ仕上げ

図-6 親 柱 断 面 図

図-7 アプローチ喝部の親柱

¶

図-8 親柱 平 面 , 正面図 (東側橋場 )

◎ エレメ/ ト

･ 桁の天端仇 内部空間の力強さと親しみやすさのため

に愚′J､タイJL,貼Dとする｡

' 親柱は,支線縁遠からの外部景観を目立たせ,引き締

めるために,榛の東面に設置する｡

. 階段部の扶壁天端および品に.I,橋上桁天端と同-

処理を施す｡

伝) 仕 上 げ

･桁の内面および外面は:,機械研磨仕上げ

･ 橋台 ･擁壁面仇 ツツキ仕上げ

･ 親柱PL フラケ ッ トー機械研磨仕上げ

本体 一花尚岩 ピンヤ/仕上げ

図-9 桁の天端手摺仕上げ
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棟 長 25.OTn

幅 員 3.07n
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